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今月の表紙は、 七五三の

お参りに市内の神社を訪

れた 2 人を撮影しました。

3 歳と 5 歳、 慣れない晴

れ着姿で、 撮影にご協力

いただきました。 緊張から

なかなか笑顔が出ない2人、

撮影後にはほっとしたのか、

可愛らしい表情を見せてく

れました。
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３ きらりいわた人

大相撲力士 式
しき

秀
ひで

部屋 序二段　爽
さわやか

 薫
かおる

 さん

（−１９人）

(＋6人）

(−２5人）

※住民基本台帳調べ （外国人市民含む）

※ （　） 内は前月比

人口 164,527人

男　　83, １０１人

女　　81,426人

世帯 72,123世帯 （＋１００世帯）

人の動き（９月末現在）

【市役所本庁舎】

毎週木曜日 午後5時15分〜7時

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は取り

扱いできません。 市民税課では一部の証明

書発行業務を取り扱っています

問市民課　 ☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

市民税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市民税課の時間外窓口

広報紙をもっと楽しむ

各情報にある 「ページ番号」 を市ホームページ

の 「ページ番号検索」 に入力して検索すると、

簡単に目的のページを探すことができます。

ホームページ連携

ページ番号 1000038

広報いわたをスマートフォンな

どで読めるアプリ「広報プラス」

をぜひご利用ください。

広報プラス ページ番号 1011301

▲広報プラス

地域情報サイト「いーわいわた」

▲いーわいわた

誰でも情報を投稿・発信ができる

地域情報サイト「いーわいわた」を

ぜひご利用ください。

市税の納期限

納付は、 口座振替やスマートフォン決済が便利です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 36-6310

固定資産税 ・ 都市計画税 （第３期）

国民健康保険税 （第６期）

【１２月２５日㈭】

磐田市LINE公式アカウント

▲市公式LINE

防災情報やお知らせ、イベント情

報など、さまざまな情報を配信し

ています。受信設定で、通知を希

望するカテゴリーを選択受信でき

ます。ぜひご登録ください。
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https://www.city.iwata.shizuoka.jp/shiseijouhou/kouhou_kouchou/kouhou_iwata/1011301.html
https://www.citydo.com/prf/shizuoka/iwata/
https://lin.ee/wLNmWax


大
相
撲
力
士
に
な
る
ま
で

　

相
撲
は
、
幼
い
頃
か
ら
祖
父
と
一
緒
に
テ

レ
ビ
で
見
て
い
た
の
で
好
き
で
し
た
。
だ
ん

だ
ん
と

「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
磐
田
市
や
袋
井
市

の
相
撲
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。
中
学
校
卒

業
後
に
新
弟
子
検
査
を
受
け
て
合
格
し
、
夢

だ
っ
た
力
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四し

股こ

名な

「さ
わ
や
か
」
の
由
来

　

元
々
は
本
名
を
四
股
名
に
し
て
い
た
の
で

す
が
、
小
さ
い
頃
か
ら

「
炭
焼
き
レ
ス
ト
ラ

ン
さ
わ
や
か
」
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
母
か

ら
の
勧
め
も
あ
り
四
股
名
に
し
ま
し
た
。
地

元
に
戻
っ
て
久
し
ぶ
り
に

「
げ
ん
こ
つ
ハ
ン

バ
ー
グ
」
を
食
べ
る
と
元
気
が
出
ま
す
。

取
組
前
の
メ
ン
タ
ル
の
整
え
方

　

相
撲
は
一
瞬
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
取

組
前
に
あ
れ
こ
れ
考
え
過
ぎ
る
と
雑
念
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
自
分
は
何
も
考
え

な
い

「無
の
境
地
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

難
聴
に
つ
い
て

　

生
ま
れ
つ
き
両
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
の
で

普
段
は
補
聴
器
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
土
俵
で

は
補
聴
器
が
付
け
ら
れ
な
い
た
め
静
寂
の
中

で
取
組
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
と
同
じ
く
左

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
式
秀
親
方
か
ら

「
耳
が

聞
こ
え
な
い
の
を
バ
ネ
に
頑
張
れ
」
と
励
ま
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

「自
分
も
や
っ
て
や
ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
取
組

　

令
和
元
年
の
九
州
場
所
で
、
自
分
と
同
じ

く
４
連
勝
中
だ
っ
た
序
二
段
の
宇う

良ら

関

（
当

時
）と
の
一
番
で
す
。
一
瞬
で
負
け
て
し
ま
い
、

そ
の
場
所
で
唯
一
の
負
け
で
、
今
で
も
鮮
明

に
思
い
出
せ
る
ほ
ど
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　

負
け
た
時
は

「
ど
う
い
う
風
に
負
け
た
の

か
」
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
悔
し
い

負
け
方
の
場
合
は
、
次
に
勝
つ
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
、
自
分
な
り
に
考
え
て
今
後

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
へ
の
思
い

　

地
元
に
帰
っ
て
く
る
と
家
族
や
知
り
合
い

に
会
っ
た
り
、
好
き
な
パ
ン
屋
に
行
っ
た
り

し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
中
学
校

卒
業
と
同
時
に
磐
田
を
離
れ
ま
し
た
が
、
や

は
り
地
元
は
落
ち
着
き
ま
す
。

今
後
の
目
標

　

ま
ず
は
幕
下
力
士
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
日
々
の
稽
古
に
取
り
組
み
、
親
方

を
は
じ
め
応
援
し
て
く
れ
る
人
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

２００１年生まれ。磐田市出身。身長１７１センチ、

体重9３キロ。生まれつき両耳が聞こえにくい

先天性の感音性難聴を患う。神明中学校卒業

後に式秀部屋(茨城県龍ヶ崎市)に入門。その

後、新弟子検査に合格。得意技は下手投げ。最

高位は三段目六十四枚目。通算成績188勝

194敗3休(２０２５年10月３１日時点)

さん爽
さわやか

　薫
かおる

大相撲力士　式
し き

秀
ひ で

部屋

序二段
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福祉や医療、介護、保育費など

消防や議会運営、

災害復旧費

地域活動支援や防災対策費など

保健事業や衛生・環境保全費など

民生費

総務費
衛生費

教育費

土木費

公債費 34.8%

9.7%

8.9%

6.6%
7.1%

12.6%
12.3%

8.0%

264億8,528万円

95億6,632万円

60億3,663万円

学校施設整備、教育振興費など

93億8,559万円

760億 5,944万円

道路の整備・管理、

区画整理費など

借入金の元金利息返済費

73億8,449万円

54億1,952万円

農林水産業費、
商工費、労働費 農林漁業振興、

商工観光振興費など

67億8,570万円

その他 49億9,591万円

市民税、固定資産税、
都市計画税など

市税のうち、入湯税と都市計画税は、使い道が

決められた「目的税」です。

・入　 湯　 税　観光振興のために使っています

・都市計画税　道路や公園整備、土地区画整理

　　　　　　　　   事業などのために使っています

使い道が決められた国からの

負担金・補助金など

市税

県支出金

国庫支出金
市債

地方交付税

地方譲与税・
交付金

35.9%6.5%

8.9%

8.6%

16.4%9.8%

8.0%

278億7,540万円

その他 66億4,277万円

127億4,647万円

建設事業などに充てる借入金

62億1,135万円

基準により国税の一部から

交付されるもの
地方譲与税、地方消費税

交付金など

諸収入・使用料など

使い道が決められた

県からの負担金・補助金など

69億5,088万円

76億4,983万円

45億7,841万円

776億 8,763万円

5.9%

財産収入・
寄付金・繰入金 土地などの財産から得る

収入やふるさと納税による

寄付金など

50億3,252万円
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令和6年度

決算報告
ページ番号 1015754

一般会計決算

  皆さんに納めていただいた税金や国 ・ 県からの補助金がどのように使われたのか、 令和 6 年度にお

ける各会計の決算の概要をお知らせします。

問財政課 （本庁舎４階） ☎ 0538-37-4883　ＦＡＸ 0538-36-8954



財政力指数　0.798

　標準的な行政活動を行うために必要な財源を、 どのく

らい自力で用意できるかを示しています。

　数値が 「1.0」 を超えると財政基盤が安定していると判

断され、 国からは地方交付税が交付されません。

経常収支比率　95.5％

　毎年支出しなければならない扶助費や公債費などに、

市税や地方交付税など毎年ほぼ変わらず収入される一

般財源をどのくらい充てているかを示しています。

　数値が低いほど変化に柔軟に対応できます。

5
広
報 4

広
報2025年（令和7年）11月号 2025年（令和7年）11月号

 会計ごとの決算額です。 歳入と歳出の差額については、 令和7年度に繰り越して使ったり、 基金に積み立てたりしています。

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 	 776億	8,763万円 	 760億	5,944万円

駐車場事業特別会計 		 8,857万円 		 8,830万円

国民健康保険事業特別会計 	 157億	1,492万円 	 155億	2,281 万円

後期高齢者医療事業特別会計 	 27億	4,183 万円 	 27億	3,093万円

介護保険事業特別会計 	 144億	9,776万円 	 138億	2,678万円

財産区（広瀬・岩室・虫生・万瀬） 特別会計 		  46万円 		  30 万円

水道事業会計 	 36億	 952万円 	 44億	2,872 万円

下水道事業会計 	 86億	9,509万円 	 100 億	2,067万円

病院事業会計 	 204億	1,074万円 	 230億	7,105 万円

各会計の歳入歳出決算額

区 分 説 明 磐田市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計の実質的な赤字が収入と比較してどの程度あ

るかを示します。
実質赤字額なし 11.42% 20.00%

連結実質赤字比率
全会計における実質的な赤字や資金不足額が収入と比

較してどの程度あるかを示します。
実質赤字額なし 16.42% 30.00%

実質公債費比率
収入のうち、 どのくらいを借入金の返済に充てているか

を示します。
0.4% 25.00% 35.00%

将来負担比率
借入金など将来負担する可能性がある金額が年間の収

入と比較してどの程度あるかを示します。
0.4% 350.00%

資金不足比率

公営企業などについて、

資金不足額が事業規模

と比較してどの程度ある

かを示します。

水道事業会計
いずれも

資金不足額なし

経営健全化基準

20.00%
下水道事業会計

病院事業会計

健全化判断比率 ・ 資金不足比率

財政の状況がどのくらい健全であるかを示す指標です。

いずれの数値も法律に定められた基準を下回っていることから、磐田市の財政は健全であるといえます。

会 計 区 分 金 額

一般会計 	 556 億	7,213 万円 

駐車場事業特別会計 	 1 億	2,306万円 

水道事業会計 	 65億	5,434万円 

下水道事業会計 	 243 億	 1,327万円 

病院事業会計 	 53億	7,754万円 

合 計 	 920 億	4,034 万円 

区 分 金 額

財政調整基金 	 75億	7,025万円

しっぺいこども福祉基金 	 2億	9,653万円

公共施設整備基金 	 2億	9,627万円

津波対策事業基金 	 24億	 566万円

地域振興基金 	 20 億	 円

その他特定目的基金 	 7億	2,534万円

国民健康保険事業基金 	 4億	3,125 万円

介護給付費準備基金 	 10 億	7,723万円

財産区(広瀬・岩室・虫生・万瀬）財政調整基金 		  566万円

合 計 	  148 億	 819 万円

市債残高 基金残高
目的のために積み立てている市の 「預金」 額です。 令和 5 年

度末と比べ１7億 7,962万円減っています。

返済しなければならない借入金の残高です。 令和 5

年度末と比べ 15億 618万円減っています。



市
立
総
合
病
院
の
個
室
料
金

・

文
書
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
す

今
後
も
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

医事課

（市立総合病院内）

0538-38-5000

0538-38-5041

☎

FAX

料
金
改
定
に
つ
い
て

市
立
総
合
病
院
は
、
磐
田
市
を
含
む
中
東
遠

医
療
圏
の
急
性
期
医
療
を
担
う
中
核
病
院
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
、
安
全
で
質
の
高

い
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
料
金
の
据
え
置
き
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
に
よ
る
諸
経

費
の
高
騰
な
ど
に
伴
い
、
12
月
1
日
㈪
よ
り
個
室

料
金
や
文
書
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
す
。

患
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
外
来
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

救
急
外
来
は
、
緊
急
性
の
高
い
症
状
の
患
者

さ
ん
を
治
療
す
る
た
め
の
場
所
で
す
。
必
要
な

方
が
受
診
で
き
る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ

た
り
、救
急
安
心
電
話
相
談
窓
口
「#
7
1
1
9
」

を
利
用
し
た
り
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

#
7
1
1
9
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

保
険
証
利
用
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
病
院

の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
簡
単
に
利
用
登
録
が
で

き
ま
す
の
で
、
救
急
外
来
を
含
め
受
診
の
際
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い
。

過
去
の
処
方
薬
な
ど
を
病
院
と
ス
ム
ー
ズ
に

共
有
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

個室料金の改定

部屋名 旧料金 新料金

個室Ａ 7,700円 8,910円

個室Ｂ 5,500円 6,600円

２床室Ａ ― 6,600円

２床室Ｂ ― 4,400円

ＬＤＲ室   ※陣痛、分娩、産後の回復を同じ部屋で過ごせる個室 12,000円 14,000円

周産期センター　個室 7,000円 8,700円

文書などの料金の改定 （主なもの）

種別 旧料金 新料金

医療費 ・療養費支払い証明書 （簡易なもの） 770円 1,650円

医療費 ・療養費支払い証明書 （複雑なもの） 1,650円 3,300円

診断書 （簡易なもの） 1,650円 2,200円

診断書 （複雑なもの） 3,300円 5,500円

生命保険診断書 5,500円 7,150円

外国語診断書 （病院様式） ― 8,800円

外国語診断書 （病院様式以外） ― 11,000円

意見書料 （簡易なもの） ― 2,200円

意見書料 （複雑なもの） ― 5,500円

※改定日以前から入院されている方は、 １２月 1日から新料金が適用されます

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

※その他の文書などの料金改定について詳しくは、 市立総合病院ホームページをご覧ください

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ
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自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と

・
応
急
手
当
用
品
の
準
備
、
応
急
手
当
を
学
ぶ

・
家
具
の
転
倒
予
防
、
棚
や
扉
の
ロ
ッ
ク

・
家
の
中
で
危
険
な
状
態
の
物
を
な
く
す

発
災
時
に
で
き
る
こ
と

・
自
分
や
家
族
が
け
が
を
し
た
場
合
、
で
き
る

限
り
の
手
当
を
す
る

・
応
急
手
当
が
難
し
い
場
合
、
救
護
所
へ
搬
送

す
る

災
害
時
の
救
護
所
の
体
制
が

変
わ
り
ま
す

救
護
所
を
３
つ
の
病
院
前
に
開
設
し
ま
す

健康増進課

（i プラザ３階）

0538-37-2013

0538-35-4586

☎

FAX

令
和
８
年
１
月
７
日
正
午
に
新
た
な
体
制
へ

現
在
、
被
災
状
況
に
応
じ
て
11
カ
所
の
救

護
所
を
順
次
開
設
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
こ
に
救
護
所
が
開
設
さ
れ

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
の
声
や
、
医
療

従
事
者
の
確
保
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
見
直
し
を
行
い
、
発
災
時
に

３
カ
所
の
病
院
前
救
護
所
を
直
ち
に
開
設
す

る
体
制
に
変
更
し
ま
す
。

※
現
在
の
11
カ
所
の
救
護
所
は
地
域
救
護
所

と
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
開
設
し
ま
す

救
護
所
で
行
う
こ
と

救
護
所
で
は
、
医
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

が
チ
ー
ム
を
組
み
負
傷
者
に
対
し
て
ト※

リ
ア
ー

ジ
を
行
い
、
応
急
処
置
、
搬
送
の
手
配
を
し

ま
す
。

※
多
く
の
負
傷
者
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合

に
、
重
症
度
と
緊
急
度
を
分
類
し
、
搬
送

や
治
療
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
で
す

ページ番号

1001216

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
の
体
制
へ

過
去
の
大
規
模
震
災
で
は
、
軽
症
者
が
病
院

に
殺
到
し
た
こ
と
に
よ
り
、
病
院
の
診
療
機
能

が
低
下
し
、
重
傷
者
に
適
切
な
治
療
が
で
き
な

い
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
前
救
護
所
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ
と
軽
症
者

の
処
置
を
行
う
こ
と
で
、
病
院
は
重
傷
者
の
治

療
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
磐
田
市
立
総
合
病
院

・
新
都
市
病
院

（中
泉
7
0
3
）

・
豊
田
え
い
せ
い
病
院

（小
立
野
１
０
２
）

※
現
在
の
救
護
所
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

簡
易
ト
イ
レ
は
命
を
救
う

停
電
や
断
水
で
、
災
害
時
に
す
ぐ
に
ト

イ
レ
が
使
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
こ
と
は
体
調
不
良

や
命
の
危
険
に
つ
な
が
り
ま
す
。
不
測
の

事
態
に
備
え
て
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

備蓄の目安

１人１日５回×７日

＝３５回分

▲病院前救護所のイメージ

病
院
前
救
護
所

（３
カ
所
）

▲ホーム
　 ページ
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磐
田
市
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

☎

FAX

0538-59-1716

0538-59-1766

警防課

（福田支所３階）

ページ番号

１００１１７０

私
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
ま
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

磐
田
市
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
磐
田
市
が
好
き
」
「
こ
の
ま
ち
を
守
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
今
こ
そ
消
防
団

に
入
り
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
入
団
資
格

・
18
歳
以
上

・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

・
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
在
勤

▼
消
防
団
員
の
貸
与
品

消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服
品

（活
動
服
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
長
靴
な
ど
）
は
全
て
支
給
し

ま
す
。

▼
福
利
厚
生

磐
田
市
消
防
団
応
援
の
店
、
マ
イ
カ
ー
共
済
、

準
中
型
免
許
取
得
補
助
制
度
、
公
務
災
害
補

償
な
ど
の
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

磐
田
市
消
防
団
と
は
？

消
防
団
と
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、

市
町
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
消
防

団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
一
方
、
他
に
生な

り

業わ
い

の
あ
る
地
域
住
民
が
自
発
的
に
参
加
し
て
活

動
す
る
防
災
組
織
で
す
。
消
防
署
と
連
携
し

な
が
ら
、
消
火
活
動
、
災
害
時
の
救
助
活
動
、

地
域
の
防
火
、
防
災
啓
発
活
動
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

磐
田
市
消
防
団
は
、
市
内
を
１
団
本
部
、
７

方
面
隊
、
28
分
団
、
61
台
の
消
防
車
両
、
消
防

団
員
9
2
7
名
で
磐
田
市
を
守
っ
て
い
ま
す
。

現
役
団
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

豊田方面隊第１分団豊田方面隊第１分団

分団長分団長　　和田　裕和田　裕

消
防
団
を
応
援
す
る
事
業
所
を
募
集

▼
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

表
示
証
を
事
務
所
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
示
す
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認

め
ら
れ
、
事
業
所
の
協
力
を
通
じ
て
、
地

域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
利
用
と
あ
わ
せ
て
、
静
岡

県
の

「
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
事
業
所

等
に
対
す
る
事
業
税
の
減
免
措
置
」
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
税
2
分
の
１

相
当
を
控
除

（
控
除
限
度
額
１
０
０
万
円
）

す
る
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
認
定
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

▼
磐
田
市
消
防
団
応
援
の
店

　

市
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
消
防
団

員
と
そ
の
家
族
に
向
け
て
、
商
品
の
割
引

な
ど
の
で
き
る
範
囲
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
を
応
援
す
る

事
業
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
社
会
貢
献
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

集
客
率
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
警
防
課
消
防
団
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

▲ホームページ

▲訓練や地域イベントでの様子

　

磐
田
市
役
所
に
勤
務
す
る
和
田
さ
ん
は
、

市
役
所
で
勤
務
す
る
傍
ら
消
防
団
員
と
し

て
、
火
災
出
動
や
訓
練
指
導
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ
．�

同
じ
職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
入
団
し
て
み
る
と
、

優
し
い
先
輩
や
年
齢
の
近
い
世
代
の
団

員
も
多
く
安
心
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
消
防
団
活
動
で
印
象
的
な
こ
と
は
？

Ａ
．�

自
分
が
住
ん
で
い
る
す
ぐ
近
く
で
建
物

火
災
が
発
生
し
、
そ
の
時
に
改
め
て
消

防
団
活
動
の
重
要
性
を
肌
身
で
感
じ
ま

し
た
。
自
分
の
生
活
が
守
ら
れ
て
い
る

の
は
、
こ
う
い
っ
た
組
織
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
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第
10
回　

い
わ
た
ぬ
く
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

み
ん
な
で
軽
ト
ラ
市
い
わ
た
駅
前
☆
楽
市

の
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
福
祉
事
業
所
や
福
祉
団

体
が
出
店
し
ま
す
。
食
品
や
小
物
の
販
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
話
体
験
に
参

加
さ
れ
た
方
に
は
数
量
限
定
の
し
っ
ぺ
い
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と　

 

き
／�

12
月
14
日
㈰

 　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
J
R
磐
田
駅
前
ジ
ュ
ビ
ロ
ー
ド

           

（の
だ
歯
科
医
院
前
）

12
月
３
日
〜
９
日
は

障
害
者
週
間
で
す

☎

FAX

福祉相談課

（i プラザ３階）

0538-37-4919

0538-36-1635

ページ番号

1001494

ページ番号

1001901

軽
ト
ラ
市
で
手
話
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
も
な

い
方
も
お
互
い
を
理
解
し
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
の
大
切
な
期
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
45
回　

磐
田
ふ
れ
あ
い
作
品
展

障
が
い
の
あ
る
方
が
制
作
し
た
絵
画
や
書

道
、
工
芸
、
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と　

 

き
／
12
月
3
日
㈬
～
7
日
㈰

午
前
9
時
～
午
後
6
時

（土
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館

▲第９回いわたぬくまるマーケットの様子

▲第４４回
　 磐田ふれあい作品展の様子

虐
待
か
ら

障
が
い
者
・
高
齢
者
を
守
る

☎

FAX

虐
待
は
、
虐
待
し
て
い
る
人
に
そ
の
自
覚
が

な
か
っ
た
り
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
声
に
出

せ
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

令
和
６
年
度
は
市
内
に
お
い
て
、
障
が
い

者
10
件
、
高
齢
者
46
件
の
虐
待
に
関
す
る
相

談
や
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。

虐
待
と
は
次
の
よ
う
な
行
為
で
す

身
体
的
虐
待

た
た
く
、
ベ
ッ
ド
に
縛
る
、
突
き
飛
ば
す

心
理
的
虐
待

怒
鳴
る
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
扱
い
す
る

経
済
的
虐
待

年
金
や
預
貯
金
を
無
断
で
使
う
、
必
要
な

お
金
を
渡
さ
な
い

放
棄
・
放
任

（ネ
グ
レ
ク
ト
）

食
事
を
与
え
な
い
、
医
療
受
診
を
さ
せ
な

い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い

性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為

「虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
中
に
は
、
虐
待
を

受
け
て
も
我
慢
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
「
虐

待
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
次
の
相
談
窓
口
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

福祉相談課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2789

0538-36-1635

障がい者虐待防止センター ☎ 0538-84-6661

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

城山・向陽地域包括支援センター ☎ 0538-36-4865

中部地域包括支援センター ☎ 0538-37-1060

南部地域包括支援センター ☎ 0538-36-8900

豊岡地域包括支援センター ☎ 0539-63-0500

豊田地域包括支援センター ☎ 0538-36-1300

竜洋地域包括支援センター ☎ 0538-66-9221

福田地域包括支援センター ☎ 0538-58-3242

磐田警察署 ☎ 0538-37-0110

福祉相談課生活相談グループ ☎ 0538-37-2789

ページ番号

1001920
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地
域
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

☎

FAX

0538-37-2116

0538-32- ０１７７

危機管理課

（防災センター２階）

地
域
防
災
訓
練
で
は
、
大
規
模
地
震
を
想

定
し
、
自
主
防
災
会
初
動
訓
練
と
避
難
所
運

営
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

災
害
発
生
初
期
に
は
、
公
的
支
援
が
十
分
に

行
き
届
か
な
い
た
め
、
日
頃
の
備
え
や
訓
練
を

通
じ
て
、
家
庭
と
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
地
域
防
災

訓
練
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
会
初
動
訓
練

自
主
防
災
会
は
、
災
害
時
に
地
域
住
民
の

情
報
を
的
確
に
把
握
し
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
会
初
動
訓
練
で
は
、
災
害
発
生

時
の
安
否
確
認
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

黄
色
い
タ
オ
ル
や
カ
ー
ド
を
玄
関
先
へ
掲
げ
、

「
私
は
無
事
で
す
」
と
自
ら
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
に
よ
り
助
け
が
必
要
な
人
を
い
ち
早
く

把
握
し
、
救
助
に
つ
な
げ
ま
す
。

ページ番号

１００８９５４

12
月
７
日
㈰
は
地
域
防
災
の
日
で
す

避
難
所
運
営
訓
練

避
難
所
は
、
災
害
に
よ
り
自
宅
に
居
住
で

き
な
い
方
が
滞
在
す
る
場
所
で
す
。
各
地
域
の

避
難
所
運
営
訓
練
に
参
加
し
、
避
難
所
を
ど

の
よ
う
に
運
営
す
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
運
営
訓
練
で
は
、
各
避
難
所
が
企

画
す
る
避
難
者
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
ト
イ
レ
設

営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▲黄色いタオル▲受付 ・名簿作成

▲炊き出し訓練

過
去
の
大
規
模
な
災
害
で
は
、
被
災
者
の

多
く
が
近
隣
住
民
に
よ
り
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
協
力
し
て
地
域
の

助
け
合
い
に
よ
る
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

災
害
時
な
ど
に
自
分
の
力
だ
け
で
は
避
難

が
で
き
ず
、
地
域
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
在

宅
の
方
で
す
。
避
難
支
援
が
必
要
な
方
を
「避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に
登
録
し
、
避
難

方
法
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

※
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

登
録
を
お
す
す
め
す
る
方

以
下
の
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、

か
つ
A
〜
C
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

①
要
介
護
3
～
5
の
判
定
を
受
け
て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
、2
級
に
該
当
す
る
方

③
療
育
手
帳
の
A
判
定
を
受
け
て
い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

（難
病
指
定
患
者
）

⑥
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

⑦
①
～
⑥
の
項
目
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
方

A
福
祉
施
設

（老
人
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
）
に
入
所
し
て
い
な
い

B
自
分
の
力
だ
け
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

C
避
難
を
支
援
し
て
く
れ
る
人

（家
族
や
親

族
な
ど
）
が
近
く
に
い
な
い

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

☎

FAX

福祉政策課

（i プラザ３階）

0538-37-4814

0538-37-6495

ページ番号

1001494

ページ番号

１００１９８８

災
害
時
に
避
難
支
援
が
必
要
な
方
へ

▲黄色いカード
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今
す
ぐ
始
め
よ
う
！

ペ
ッ
ト
の
防
災
対
策

☎

FAX

環境課

（西庁舎１階）

0538-37- ２７０２

0538-37- ５５６５

ページ番号

1001494

 

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、

飼
い
主
は
ペ
ッ
ト
の
安
全
も
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
と
安
全
に
避
難
す
る
た
め
、

日
頃
か
ら
避
難
行
動
な
ど
を
考
え
、
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
す
る
場

合
、
避
難
所
に
は
動
物
が
苦
手
な
方
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
者

が
い
る
た
め
、
普
段
の
生
活
以
上
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

飼
い
主
が
日
頃
か
ら
心
が
け
る
こ
と

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
ノ
ミ
、
ダ
ニ
の
駆
除
な
ど

の
健
康
管
理
を
行
う

・
最
低
限
の
し
つ
け
を
行
い
、
ケ
ー
ジ
に
慣
ら

し
て
お
く

・
鑑か

ん
さ
つ札

や
迷
子
札
を
装
着
し
、
所
有
者
を
明

示
す
る

・
事
前
に
避
難
所
と
避
難
経
路
を
確
認
す
る

ページ番号

1010091

災
害
に
備
え
た
事
前
の
準
備

・
水
と
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

最
低
５
日
分
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

・
ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

日
頃
か
ら
入
る
た
め
の
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う

・
ト
イ
レ
用
品

防
臭
袋
や
消
臭
効
果
の
あ
る
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
、

猫
砂
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

 

こ
の
他
に
も
準
備
物
や
避
難
方
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
省
ま
た
は
静
岡

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
な
い
方
へ

 

避
難
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ッ
ト
が
同
行
避

難
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
安
全
を
守
る
た
め
に▲環境省

ホームページ

▲静岡県
ホームページ

乾
燥
す
る
季
節
は

火
災
に
ご
注
意

予防課

（福田支所３階）

0538-59-1718

0538-59-1766

☎

FAX

屋
外
で
も
火
の
用
心

屋
外
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
要
注
意

降
水
量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
れ

か
ら
の
時
期
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
冬
季
に
暖
房
器
具
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
や
、
枯
れ
た
草
や
枝
な
ど
の
焼
却
行
為

が
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
度
火
災
が
起
こ
る
と
、
強
い
風
に
あ
お

ら
れ
、
ま
た
た
く
間
に
燃
え
広
が
り
、
近
年

で
は
大
規
模
な
森
林
火
災
に
発
展
す
る
例
も

増
え
て
い
る
た
め
、
特
に
屋
外
で
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

※
野
焼
き
は
、
法
律
に
よ
り
一
部
例
外
を
除

き
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

飛
び
火
か
ら
火
災
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

風
が
強
く
、
乾
燥
し
て
い
る
と
飛
び
火
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
飛
行
距
離
は
、

数
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
時
に
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
火
種
が
思

わ
ぬ
場
所
で
火
災
を
引
き
起
こ
し
、
大
き
な

被
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
、
火
の
後
始
末
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

火
災
防
止
の
注
意
点

火
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
各
自
が
次
の
よ

う
な
点
に
注
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
乾
燥
・
強
風
の
日
に
た
き
火
や
火
入
れ
を

し
な
い

・
火
気
を
使
用
す
る
際
は
目
を
離
さ
な
い

・
消
火
用
の
水
を
用
意
し
て
お
く

・
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る

・
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
火
遊
び
は
し
な
い

▲市内で発生した林野火災の様子
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12
月
４
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

☎

FAX

0538-37-4814

0538-37-6495

福祉政策課

（i プラザ３階）

国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年(

昭
和
23

年)

12
月
10
日
の
第
３
回
総
会
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
こ
の

日
を
「人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
12
月
４
日
～
10
日
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
幸
せ
に

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
す
。

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
市
内
で

は
16
人
が
活
動
し
て
お
り
、
市
役
所
な
ど
と
連

携
し
て
人
権
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ページ番号

1008795

誰
も
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か

こども若者家庭センター

（i プラザ 2 階）

0538-37-2018

0538-37-2812

☎

FAX

周
囲
の
気
づ
き
が
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

 

手
伝
い
の
範
囲
を
超
え
て
日
常
的
に
家
族

の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
の
時
間
が
持
て

ず
学
業
や
友
人
関
係
な
ど
日
常
生
活
に
影
響

が
出
て
い
る
子
ど
も
・
若
者
を
い
い
ま
す
。

こ
の
家
族
の
ケ
ア
と
は
、
大
人
が
担
う
と

想
定
さ
れ
る
家
事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
、

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

「ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
か
も
」
と
相
談
さ
れ
た
ら

無
理
に
悩
み
を
聞
き
出
そ
う
と
せ
ず

「
大

丈
夫
？
」
と
声
を
か
け
て
寄
り
添
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の

で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

・
磐
田
市
こ
ど
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
３
８
ー
35
ー
４
３
１
７

・
磐
田
市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
０
５
３
８
ー
37
ー
４
９
２
３

・
静
岡
県
う
ち
あ
け
ダ
イ
ヤ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

市
の
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介

①
人
権
身
の
上
相
談

と　

き
／
毎
月
第
１
木
曜
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
福
祉
政
策
課
（
i
プ
ラ
ザ
３
階
）

②
そ
の
他
の
活
動

・
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
の
人

権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
事
業

・
幼
稚
園
や
小
中
学
校
な
ど
で
の
人
権
教
室

・
人
権
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

・
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
と
連
携
し
た
啓
発

・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

な
ど

▲ホームページ

ページ番号

１００9730

▲ジュビロ磐田との啓発

▲人権教室

障がいや病気の家族に

代わり、 家事をしている

家族に代わり、 幼いきょ

うだいの世話をしている

言葉が不自由な家族の

ために通訳をしている

家族に代わり家計を支え

るため、 労働をしている

日常的に問題を抱える

家族に対応している

障がいや病気のある家

族の世話をしている

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
主
に
担
っ
て
い
る
こ
と
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11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す

☎

FAX

市民相談センター

（本庁舎１階）

0538-37-4746

0538-39-2262

ページ番号

1001494

　

あ
る
日
突
然
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
る
、
そ

れ
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
生
命

を
奪
わ
れ
る
、
最
愛
の
家
族
を
失
う
、
心
身
に

傷
を
負
う
な
ど
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

理
解
不
足
や
噂
話
、
誹
謗
中
傷
な
ど
に
よ
る

二
次
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、

犯
罪
の
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
の
被
害
を

受
け
た
方
に
対
す
る
適
切
な
支
援
と
人
権
を

尊
重
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。

　

被
害
を
受
け
た
方
が
平
穏
な
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に

犯
罪
被
害
者
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

二
次
被
害
と
は
？

　

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
人
に
知
ら
れ
る

（取

材
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
含
む
）
と
差

別
や
偏
見
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
人
の
思
い
込
み
に
よ
り
対
人
関
係

を
遮
断
す
る
こ
と
で
、
好
意
で
行
う
周
囲
の

励
ま
し
が
二
次
被
害
の
原
因
と
な
る
こ
と
も

ページ番号

1009075

市
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違

い
に
よ
る
重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
使
用
し
て

い
る
自
動
車
に
後
付
け
の
急
発
進
抑
制
装
置
を

設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限

令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

対
象市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
自
動
車
運

転
免
許
証
を
保
有
し
て
い
る
方

（
申
請
日

時
点
）

補
助
対
象

後
付
け
急
発
進
抑
制
装
置
の
購
入
お
よ
び

設
置
費
用

補
助
金
額

限
度
額
１
万
円

（千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
1
人
1
回
(1
台
)ま
で

補
助
対
象
機
器

�

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
な
ど
に
よ
る

「
急
発

進
抑
制
装
置
」
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
機

能
を
有
す
る
も
の

あ
り
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
人
権
を
擁

護
す
る
た
め
、
市
は
広
く
啓
発
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

　

相
談
内
容
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
を

お
伝
え
し
、
ご
希
望
に
応
じ
て
窓
口
へ
の
橋
渡

し
を
行
い
ま
す
。

　

ご
相
談
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
し
く

は
、
窓
口
で
お
受
け
し
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
総
合
案
内
窓
口

（本
庁
舎
1
階 

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
37
‐
４
７
４
６　

FAX�

39-

２
２
６
２

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

　

（閉
庁
日
を
除
く
）

急
発
進
抑
制
装
置
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

☎

FAX

自治デザイン課

（本庁舎２階）

0538-37- ４７５１

0538-32-2353

ページ番号

１００７９１６

今
年
度
で
制
度
が
終
了
、
申
請
は
お
早
め
に

犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
方
が

平
穏
な
生
活
に
戻
る
た
め
に

①
急
発
進
抑
制
タ
イ
プ

自
動
車
の
停
車
時
お
よ
び
徐
行
時
に
、
ア

ク
セ
ル
を
強
く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
セ
ン

サ
ー
が
異
常
を
感
知
し
、
急
加
速
を
抑
制

す
る
機
能

②
障
害
物
感
知
タ
イ
プ

前
方
ま
た
は
後
方
の
障
害
物
を
セ
ン
サ
ー

が
感
知
し
て
い
る
状
態
で
、
ア
ク
セ
ル
を
強

く
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
加
速
を
抑
制
す
る

機
能

申
請
方
法

装
置
の
設
置
前
に
次
の
書
類
を
自
治
デ
ザ

イ
ン
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出

•
交
付
申
請
書
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
)

•
運
転
免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
設
置
に

係
る
見
積
書
の
写
し

※�

運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
の
使
用
者
・

本
補
助
金
の
申
請
者
の
名
前
と
住
所
が
一

致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
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平
和
に
つ
い
て

と
も
に
考
え
ま
し
ょ
う

☎

FAX

0538-37-4803

0538-37-4829

総務課

（本庁舎３階）

戦
後
80
年
磐
田
市
平
和
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 

広
島
平
和
記
念
公
園
内
に
あ
る

「
原
爆
の

子
の
像
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、
佐
々
木
禎さ

だ

子こ

さ
ん
の
兄
で
あ
り
、
ご
自
身
も
被
爆
体
験
者

で
あ
る
佐
々
木
雅
弘
さ
ん
や
、
磐
田
市
の
戦

争
体
験
者
に
よ
る
平
和
講
演
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
広
島
派
遣
事
業

参
加
者
・
磐
田
市
内
の
平
和
団
体
な
ど
に
よ

る
発
表
も
行
い
ま
す
。

 

戦
争
体
験
者
は
年
々
少
な
く
な
り
、
当
時

の
事
実
を
直
接
伝
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
戦
争
体
験
者
が
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い

こ
と
は
何
か
、
次
の
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
た

め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
会
場
で
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き
／
12
月
13
日
㈯
13
時
〜
16
時

　
　
　
　

※
受
付
開
始
12
時
30
分

と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
参
加
者
に
は
、

磐
田
市
平
和
啓
発
ブ
ッ
ク
お
よ
び
戦
後
80

年
記
念
缶
バ
ッ
ジ
を
配
付
し
ま
す

（
先
着

順
・
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

ページ番号

第
26
回
静
岡
県
市
町
対
抗

駅
伝
競
走
大
会

ページ番号

１００８３１８

戦
後
80
年
磐
田
市
平
和
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

平
和
へ
の
思
い
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
、
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
4
9
0
点

も
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

・
未
来
に
つ
な
ぐ　

平
和
の
誓
い
と 

み
ん
な

の
笑
顔

 

戦
争
を
経
験
し
た
方
々
の
記
憶
や
思
い
を

語
り
継
ぎ
、
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
で
、

家
族
や
友
達
の
笑
顔
と
何
気
な
い
日
常
が
未

来
永
劫
続
く
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

（浜
松
日
体
中
２
年　

木き

瀬せ 

綾
乃
さ
ん
）

▼
優
秀
賞

・
末
永
く 

平
和
の
花
を 

咲
か
せ
よ
う

（磐
田
市
在
住　

鈴
木 

克か
つ

佳よ
し

さ
ん
）

・
愛
す
る
子
ら
へ 

笑
顔
で
渡
そ
う 

平
和
の
バ

ト
ン

（磐
田
市
在
住　

深
澤 

真
由
美
さ
ん
）

・
あ
ら
そ
わ
な
い
で 

助
け
合
お
う 

平
和
は
人

が
作
る
も
の

（磐
田
北
小
４
年 

寺
田 

悠は
る

希き

さ
ん
）

※
全
入
賞
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

☎

FAX

0538-37-4832

0538-37-5034

スポーツのまち推進課

（本庁舎２階）

12
月
6
日
㈯　

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
26
回
大
会
と
な
る
今
回
は
、
12

月
６
日
㈯
午
前
10
時
に
静
岡
県
庁

前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

昨
年
は
市
の
部
13
位
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
も
襷

た
す
き

を

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
６
月
か
ら
毎

週
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
選
手
個
々
の
努
力
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。ふるさとの誇りを胸に、 走る喜び

を体中で感じながら、 チーム一丸

となって襷
たすき

をつなぎます。 応援よ

ろしくお願いします。

鈴
すず

木
き

 陽
はる

豊田東小６年

磐
田
市
チ
ー
ム
登
録
選
手
紹
介

（令
和
７
年
11
月
１
日
時
点
）

ヌーニェス茅
かや

野
の

レオン

東部小６年
星
ほし

野
の

 梨
り

空
く

東部小６年
氏
うじ

原
はら

 梨
り

結
ゆ

豊田東小６年
加
か

藤
とう

 悠
ゆ

衣
い

豊田南小６年
平
ひら

野
の

 空
くう

哉
や

豊田南中２年
温
ぬく

井
い

 康
こう

太
た

神明中 3 年

三
み

宅
やけ

 彩
あ

也
や

音
ね

豊田中 3 年
山
やま

中
なか

 穂
ほ

乃
の

花
か

豊田中２年
本
ほん

間
ま

 遥
よう

裕
すけ

豊川高１年
永
なが

井
い

 優
ゆう

汰
た

浜松商業高２年
河
か わ い

合 拓
たく

杜
と

浜松開誠館高2年

宮
みや

嶋
じま

　萌
め

衣
い

常葉大附属菊川高１年

鈴
すず

木
き

 海
かい

登
と

中京大 1 年
峐
はげ

下
した

 拓
たく

斗
と

NTN
吉
よし

長
なが

 日
ひ

向
な

子
こ

浜松ホトニクス
中
なか

川
がわ

 真
ま

弓
ゆみ

ランシェルジュ
鈴
すず

木
き

 清
きよ

志
し

浜松ホトニクス
桑
くわばら

原 武
たけひろ

大
SMILEY ANGEL

▲チームの

   ユニフォーム

監
督

伊
い

藤
とう

 裕
ゆう

子
こ

子育て支援センター
とことこ

長
は

谷
せ

川
がわ

 幸
ゆき

和
かず

ヤマハ発動機
ビズパートナー

安
あん

間
ま

 佳
か

子
こ

神明中２年
中
なか

村
むら

 実
みの

莉
り

豊岡中 2 年

コ
ー
チ

戦
後
80
年
の
節
目
の
年
に

1015919 ・ 1015245
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市
役
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

使
い
や
す
く
な
り
ま
す
！ 

　

証
明
書
な
ど
の
料
金
を
決
済
す
る
際
、
こ

れ
ま
で
現
金
以
外
は
P
a
y
P
a
y
し
か
使

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
バ
ー
コ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
で
決

済
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
窓
口
で
証
明
書
な

ど
を
申
請
す
る
際
は
、
ぜ
ひ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
12
月
1
日
㈪
〜　

▼
対
象
／
市
民

課
、
市
民
税
課
、
環
境
課
、
各
支
所
窓
口
に
お

け
る
支
払
い　

▼
そ
の
他
／
納
付
書
払
い
な

ど
、
決
済
方
法
が
現
金
の
み
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問○
市
民
課
☎
37

－

４
８
１
６　

　
　
　
　

℻
37

－

２
８
７
１

11
月
と
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

　

納
期
内
に
納
め
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
滞
納
を
放
置
さ
れ
て
い
る
方
や

納
付
で
き
る
の
に
納
付
し
な
い
方
に
は
、
勤

務
先
・
銀
行
・
取
引
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、

給
与
・
売
掛
金
・
預
金
・
生
命
保
険
・
自
動

車
な
ど
の
差
押
え
や
公
売
、
自
宅
な
ど
の
関

係
先
へ
の
捜
索
を
強
化
し
ま
す
。
令
和
６
年

度
は
、
３
０
０
０
件
を
超
え
る
差
押
え
を
執

行
し
ま
し
た
。
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
早
め
に
収
納

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
い
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
便
利
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問○
収
納
課
☎
37

－

４
９
０
６

　
　
　
　

℻
36

－

６
３
１
０

「静
岡
県
最
低
賃
金
」
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

静
岡
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
(
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
)
に

適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最
低
賃
金
」
が
改
定
さ

れ
、
11
月
1
日
㈯
か
ら
「
時
間
額
1
0
9
7
円
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
業
務
改
善
助
成
金
」
を

始
め
と
し
た
各
種
支
援
策
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
賃
金
引
上
げ
や
経
営
、
下
請
取
引

関
係
の
ご
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
改

正
後
の
最
低
賃
金
へ
の
ご

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問○
(
業
務
改
善
助
成
金
)
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０-

３
６
６-

４
４
０

　

(
働
き
方
改
革
・
賃
金
引
上
げ
関
係
)

　

☎
０
８
０
０-

２
０
０-

５
４
５
１

　

(
経
営
相
談
・
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
)

　

☎
０
５
４-

２
５
３-

５
１
１
７

　

(
下
請
取
引
適
正
化
・
価
格
転
嫁
関
係
)

　

☎
０
１
２
０-

４
１
８-

６
１
８

　

(
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
関
係
)

　

☎
37

－

４
８
6
３　

℻
37

－

４
７
２
３

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
5
7
7
2

確
定
申
告
用
納
付
済
額
通
知
書
の
郵
送

　

令
和
７
年
中
に
納
付
さ
れ
た
国
民
健
康
保

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
の
納
付
額
を
お
知
ら
せ
す
る
「
確
定
申
告

用
納
付
済
額
通
知
書
(
は
が
き
)
」
を
令
和
８

年
1
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は

国
保
年
金
課
か
ら
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は

高
齢
者
支
援
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
国

民
健
康
保
険
税
は
納
税
義
務
者
(
世
帯
主
)
宛

に
送
付
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
(
特
別
徴
収
)
の
み
で

納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
通
知
書
の
送
付

は
行
い
ま
せ
ん
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で
納
付

額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
る
方
は
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
市
か
ら
納

付
済
額
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

問○
国
保
年
金
課
☎
37

－

4
8
6
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
7
2
3

   

高
齢
者
支
援
課
☎
37

－

4
7
6
9

　
　
　

   　
　
　

℻
37

－

6
4
9
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
7
5
5
5
(
国
保
)

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
0
9
6
8
(
後
期
)

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
9
2
5
(
介
護
)

国
保
年
金
課

木
曜
日　

時
間
外
窓
口
の
終
了
に
つ
い
て

　

各
種
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
拡
充
に
併

せ
て
、
令
和
7
年
12
月
を
も
っ
て
国
保
年
金

課
窓
口
(
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

国
民
年
金
に
係
る
窓
口
受
付
)
の
木
曜
日
時

間
外
窓
口
(
17
時
15
分
〜
19
時
)
を
終
了
し

ま
す
。
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
電
子
申
請
に

よ
る
手
続
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
子
申
請
が
で
き
な
い
も
の
や
郵
送
・
電
話

で
の
対
応
が
必
要
な
場
合
は
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問○
国
保
年
金
課

　

(
国
民
健
康
保
険
資
格
、
国
民
年
金
関
係
)

　

☎
37

－

４
８
３
３　

℻
37

－

４
７
２
３

お
知
ら
せ

▲ホーム
　 ページ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/package_00007.html


※掲載内容は10月31日時点の情報です
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令
和
8
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
を
募
集

　

全
小
学
校
に
設
置
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
支
援
を
目
的
と
し
、

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
に
家
庭
に
い
な

い
市
内
小
学
生
に
、
放
課
後
や
長
期
休
業
期

間
の
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
12
月
12
日
㈮
ま
で　

※
土
・

日
・
祝
日
を
除
く　

▼
対
象
／
令
和
８
年
度

の
市
内
小
学
1
〜
6
年
生　

※
現
在
利
用
中

の
方
が
継
続
し
て
利
用
を
希
望
す
る
場
合
も

申
請
が
必
要
で
す　

▼
開
所
時
間
／
①
授
業

の
あ
る
日
：
午
後
1
時
〜
6
時
30
分　

②
学
校

の
振
替
休
日
：
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
6
時
30

分　

③
長
期
休
業
期
間
（春
・
夏
・
冬
休
み
）
：

午
前
7
時
30
分
〜
午
後
6
時
30
分　

④
土
曜

日
・
祝
日
（
市
内
４
カ
所
で
開
所
）
：
午
前
7

時
30
分
〜
午
後
6
時
30
分　

▼
申
込
／
申
請

書
類
提
出
に
よ
る
申
込
：
放
課
後
活
動
課
お
よ

び
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
す
る
申
請

書
類
(
市
ホ
ー
ム
ペ

－

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

－

ド

可
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
、
直
接
、
放
課
後
活
動
課
(
西
庁
舎
3
階
)

ま
た
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い　

電
子
申
請
に
よ
る
申
込
:
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い

問○
放
課
後
活
動
課
☎
37

－

2
7
7
3

          　
　

  　

℻
36

－

1
5
1
7

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
５
８
０
４

福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集

　

福
祉
有
償
運
送
の
必
要
性
お
よ
び
福
祉
有

償
運
送
の
実
施
に
伴
う
安
全
の
確
保
や
利
用

者
の
利
便
性
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

(
福
祉
有
償
運
送
運
営
主
体
と
な
る
団
体
関

食
中
毒
や
感
染
性
胃
腸
炎
に
注
意

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
性

胃
腸
炎
は
、
一
年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
冬
季
に
流
行
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
手
洗
い
と
加
熱
が
最
も
重
要
で
す
。

調
理
前
後
や
ト
イ
レ
の
後
に
は
石
け
ん
で
「
2

度
洗
い
」
を
行
い
、
手
を
し
っ
か
り
と
洗
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中

心
部
ま
で
「
85
℃
〜
90
℃
で
90
秒
以
上
」
加
熱

市職員 ・ 特別職の給与などを公表します

歳出総額（A） 人件費（B） 人件費率（B） ／ （A）

76,059,436千円 12,246,215千円 16.1％

区分 給料または報酬月額
期末手当の支給割合

6月期 12月期 計

市　長 960,000円

2.25月分 2.35月分 4.60月分副市長 780,000円

教育長 710,000円

議　長 520,000円

1.70月分 1.75月分 3.45月分
副議長 470,000円

委員長 440,000円

議　員 430,000円

　市職員や特別職の給与などは、地方公務員法に基づき市条例で定め

られています。今回は令和７年4月1日現在の内容などを紹介します。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

※期末手当の加算措置があります

※委員長とは、市議会の常任委員会、議会運営委員会の委員長です

問○職員課☎37-4807　℻37-4829　ページ番号：1002608

区分
経験年数

10年 20年 25年 30年

一般行政職
大学卒 282,900円 358,200円 378,900円 400,800円

高校卒 273,300円 321,700円 － 359,800円

●職員の経験年数別 ・ 学歴別平均給料月額

※該当する職員がいない場合は「－」となっています

区分
磐田市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

 6月期 1.225月分 1.025月分

磐田市と同じ12月期 1.275月分 1.075月分

計 2.5月分 2.1月分

●期末 ・ 勤勉手当 ( 令和６年度実績 )

※職務による加算措置があります

※期末・勤勉手当とは、一般的なボーナスのことで 6 月と 12 月に支

給されます

●特別職の報酬など ( 令和６年度実績 )

●令和６年度人件費決算 （普通会計）

し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
食
品
に
ウ
イ
ル
ス
を
「
つ
け
な
い
」

た
め
に
、
下
痢
や
お
う
吐
症
状
の
あ
る
人
は

調
理
作
業
を
避
け
る
べ
き
で
す
。
調
理
器
具

や
共
有
ス
ペ
ー
ス
は
「
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
」
で
消
毒
す
る
こ
と
も
非
常
に
有
効
で
す
。

問○
県
西
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課

　

☎
37

－

2
2
4
5　

℻
37

－

2
6
0
3

　

募
集
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係
者
を
除
く
)　

▼
募
集
人
数
／
1
人
(
選
考

に
よ
り
決
定
)　

▼
任
期
／
令
和
８
年
２
月

12
日
〜
令
和
11
年
２
月
11
日
の
３
年　

▼
内

容
／
年
１
回
程
度
実
施
す
る
会
議
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
す
　
▼
申
込
／
12
月
19
日
㈮

ま
で
に
、
申
込
書
に
「
福
祉
有
償
運
送
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
(
4
0
0
字
以
内
)
」(
様

式
任
意
)
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

ま
た
は
郵
送
(
〒
4
3
8-

0
0
7
7　

国

府
台
57

－

7　

i
プ
ラ
ザ
3
階
)
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問○
福
祉
相
談
課
☎
37

－

4
9
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
36

－

1
6
3
5

第
27
回
ピ
ア
ノ
DE
ほ
っ
こ
り
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

　

ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
多
目
的
ホ
ー
ル
に
あ
る

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
「
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
」

を
演
奏
し
た
い
方
と
聞
き
た
い
方
の
た
め
の
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
演
奏
し
て
い
た
だ
け
る
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
／
来
年
1
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
3
時　

※
入
れ
替
え
あ
り　

▼
と
こ
ろ

／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

多
目
的
ホ
ー
ル　

▼

対
象
／
年
齢
問
わ
ず
、
5
分
以
内
で
ピ
ア
ノ

の
演
奏
が
で
き
る
方　

▼
定
員
／
先
着
40
人　

▼
参
加
費
／
5
0
0
円　

▼
そ
の
他
／
申
し

込

み

な

ど

詳

し

く

は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問○
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田

　

☎
36

－

8
3
8
1　

℻
36

－

8
3
8
3

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

令
和
8
年
度
入
学
生
募
集

（一
般
入
学
試
験
）

▼
募
集
人
数
／
看
護
学
科
(
修
業
年
限
3
年
)

推
薦
・
社
会
人
入
学
試
験
と
合
わ
せ
て
60
人　

▼
受
験
資
格
／
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
来
年
3
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
方　

②
文
部
科
学
大
臣
が
①
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
定
し
た
方　

▼
出

願
期
間
／
12
月
３
日
㈬
〜
17
日
㈬
午
後
5
時

15
分
(
必
着
)　

▼
試
験
日
／
学
科
試
験
：
来

年
1
月
８
日
㈭
、
面
接
試
験
：
1
月
９
日
㈮
、

面
接
追
試
験
（
該
当
者
の
み
）
：
1
月
16
日
㈮　

▼
試
験
会
場
／
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学

校
(
袋
井
市
上
田
町
２
６
７

－

３
０
)　

▼
合

格
発
表
／
来
年
1
月
29
日
㈭　

▼
そ
の
他
／

出
願
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
東
海
ア
ク
シ

ス
看
護
専
門
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問○
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

　

☎
43

－

8
1
1
1　

℻
43

－

8
1
2
2

●地図広告

JR御厨駅の情報表示板（デジタルサイネージ）の広告主を募集

規格 枠数 地図の範囲 広告更新 掲載料（年額）

縦 167mm ×横 167mm ５枠 御厨駅を中心に約1.5km 掲載期間内の更新は不可 18,000円

規格 枠数 表示される頻度 広告更新 掲載料（年額）

70 インチ（音声不可） 4枠 10分ごとに15秒 月1回可能 84,000円

●動画広告

　JR御厨駅の南北自由通路に設置している情報表示板（デジ

タルサイネージ）の企業広告を募集します。

▶募集期間／ 12月1日㈪～ 12月19日㈮　▶掲示期間／令和

8年4月1日㈬～令和9年3月31日㈬　▶申込／①申込書（市

ホームページでダウンロード可）　②会社概要など、事業内容

がわかるもの　③納税状況を確認できる書類（市外業者のみ）　

④資格や免許を必要とする業種の場合は、それを証明する書

類の写し　⑤広告原稿案またはデザイン案を郵送（〒438-

0077 国府台3-1　本庁舎2階）または直接、広報広聴・シティ

プロモーション課まで提出　

問○広報広聴・シティプロモーション課

　☎37-2275　℻32-3946　ページ番号：1011548

地図広告 動画広告

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

https://www.birukan.jp/workpia/event/4/
https://www.axis-ns.jp/


※掲載内容は10月31日時点の情報です
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 高

校
生
と
企
業
を
結
ぶ
合
同
企
業
説
明
会

参
加
企
業
募
集

　

高
校
生
に
「
企
業
の
魅
力
」
や
「
求
め
る
人

材
」
な
ど
を
直
接
話
す
こ
と
が
で
き
る
「
合
同

企
業
説
明
会
」
の
参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
／
来
年
3
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時　

▼
と
こ
ろ
／
袋
井
市
総
合
体
育

館
さ
わ
や
か
ア
リ
ー
ナ
(
袋
井
市
久
能
1
9
1
2

－

1
)　

▼
対
象
／
令
和
９
年
３
月
卒
業
予
定

の
高
校
生
を
採
用
予
定
の
磐
田
・
袋
井
市
な

ど
の
企
業　

▼
定
員
／
70
社　

※
申
込
多
数

の
場
合
、
選
考　

▼
参
加
費
／
1
1
0
0
0

円　

▼
申
込
／
12
月
19
日

㈮
ま
で
に
袋
井
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問○
袋
井
市
産
業
未
来
課
☎
44

－

3
1
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℻
44

－

3
1
7
9

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
1
0
3
6

磐
田
税
務
署　

短
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
雇
用
期
間
／
来
年
１
月
下
旬
〜
３
月
末
の
う

ち
指
定
し
た
期
間　

▼
勤
務
場
所
／
①
磐
田
税

務
署　

②
福
田
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
勤
務

時
間
／
平
日
(
祝
日
を
除
く
)
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
30
分　

※
昼
休
憩
1
時
間
、
勤
務
時
間

延
長
の
場
合
あ
り　

▼
時
給
／

1
1
8
0
円　

※
規
定
に
よ
り
交
通
費
支
給
、
②
へ
の
車
通
勤

可　

▼
内
容
／
①
窓
口
業
務
、
税
務
事
務
の
補

助
(
書
類
整
理　

※
軽
作
業
を
含
む
)
な
ど　

②
ス
マ
ホ
申
告
入
力
補
助
な
ど　

▼
募
集
人
員

／
①
5
人
程
度　

②
15
人
程
度　

※
経
験
者

ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
で
き
る
方

歓
迎　

▼
申
込
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
電
話
で
。
後
日
、
履
歴
書
(
顔
写
真
貼
付
)
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

問○
磐
田
税
務
署　

総
務
課
☎
32

－

６
１
１
１

　

※
自
動
音
声
案
内
「
2
」
を
選
択

西
部
地
域
７
大
学
に
よ
る
共
同
授
業

「
特
別
公
開
講
座
」

▼
と
き
／
11
月
29
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
40
分　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
文
化
芸

術
大
学
(
浜
松
市
中
央
区
中
央
2

－

1

－

1
)　

▼
内
容
／
人
間
と
環
境
:
2
0
2
5
年
問
題

か
ら
考
え
る
共
生
社
会
へ
の
提
言
、
少
子
高

齢
社
会
に
お
け
る
福
祉
政
策
の
動
向
と
課
題
、

共
生
社
会
の
実
現
と
障
が
い
が
あ
る
人
へ
の

支
援　

▼
講
師
／
佐
藤
順
子
氏
(
聖
隷
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
大
学　

社
会
福
祉
学
部
長
)
、

川か
わ

向
む
か
い

雅
弘
氏
(
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

大
学
院 

社
会
福
祉
学
研
究
科
長
)　

▼
聴
講

料
／
無
料　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
直
接
会

場
へ　

▼
そ
の
他
／
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
静
岡
文
化
芸
術
大
学　

地
域
連
携
室

　

☎
０
５
３

－

４
５
７

－

６
１
０
５

　

℻
０
５
３

－

４
５
７

－

６
１
２
３

「ふ
じ
の
く
に
福
産
品
」
販
売
会

　

「
ふ
じ
の
く
に
福
産
品
」
と
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
働
く
福
祉
事
業
所
で
作
ら
れ
た
製

品
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
工
賃
向
上
と

経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
販
売
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ピ
タ
磐
田
店
1
階
北
側

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス　

▼
内
容
／
お
し
ゃ
れ

な
雑
貨
や
、
丁
寧
に
作
ら
れ
た
お
菓
子
・

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
多
彩
な
製
品
の
販
売

問○
福
祉
相
談
課
☎
37

－

４
９
１
９

　
　
　
　
　
　

℻
36

－

１
６
３
５

旧
市
民
文
化
会
館
等
跡
地
利
活
用
検
討

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（テ
ー
マ
別
）

　

中
心
市
街
に
立
地
す
る
こ
の
土
地
を
よ
り

魅
力
の
あ
る
場
所
に
す
る
た
め
、
地
区
別
・
年

代
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
い
た
だ
い
た
意
見

を
も
と
に
テ
ー
マ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
12
月
７
日
㈰　

①
午
後
１
時
〜
３
時　

②
午
後
４
時
〜
６
時
、
12
月
14
日
㈰　

③
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

④
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
①
②
本
庁
舎
４
階
大

会
議
室　

③
④
西
庁
舎
３
階
３
０
４
・
３
０
５

会
議
室　

▼
テ
ー
マ
／
①
④
子
ど
も
関
連
の
施

設
・
機
能　

②
③
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
施
設
・

機
能　

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
申
込
／
各
日
程
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
電
子
申
請
で　

▼
そ
の
他
／
各
回
先
着
10

人
託
児
あ
り　

※
託
児
利
用

希
望
の
場
合
は
２
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み

問○
政
策
推
進
課
☎
37

－

４
８
０
５

　
　
　
　
　
　

℻
36

－

８
９
５
４

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
９
１
３
５

み
ん
な
の
福
祉
教
育

　

精
神
障
が
い
の
経
験
を
も
と
に
、
当
事
者
の

方
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
２
人
を
招
き
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

活
動
内
容
や
、
困
難
な
状
況
か
ら
回
復
ま
で
の

体
験
談
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
15
分　

▼
と
こ
ろ
／
i
プ
ラ
ザ
2
階
ふ
れ
あ

い
交
流
室　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
定
員
／
先
着
70
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込

／
12
月
１
日
㈪
ま
で
に
電
子

申
請
ま
た
は
電
話
で

問○
磐
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
37

－

９
６
１
７　

℻
37

－

４
８
６
６

ふ
じ
の
く
に
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

県
内
で
保
存
・
継
承
さ
れ
る
民
俗
芸
能
が
披

露
さ
れ
る
、
ふ
じ
の
く
に
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
今
年
は
磐
田
市
の
「
掛
塚

祭
屋
台
囃
子
」
を
は
じ
め
、
静
岡
県
西
部
の
保

存
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
〜
３
時 ▲電子申請

催
し

▲ホーム
　 ページ

▲電子申請

▲ホーム
　 ページ

https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/soshiki/14/3/koyo/1452577775559.html
https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/introduction/course01/course01_3/
https://logoform.jp/form/dWNN/1281807
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdCyOBRT-cb3yjAqW9zXMB1hcmDWKbR6Fi0HCQilZ55PUgkrA/viewform
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 20

分　

▼
と
こ
ろ
／
森
町
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
(
周
智
郡
森
町
森
１
４
８
５
)　

▼
定
員
／

先
着
８
０
０
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込

／
12
月
３
日
㈬
ま
で
に
静

岡
県
文
化
財
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で

問○
ふ
じ
の
く
に
無
形
民
俗
文
化
財
活
性
化
実

行
委
員
会
(
静
岡
県
文
化
財
課
内
)

　

☎
０
５
４

－

２
２
１

－

３
１
６
９

　

℻
０
５
４

－

２
５
０

－

２
７
８
４

看
護
補
助
者
の
お
仕
事
説
明
・
病
院
見
学
会

▼
と
き
／
12
月
８
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
浜
松
赤
十
字
病
院
(
浜
松

市
浜
名
区
小
林
1
0
8
8

－

1
)　

▼
対
象
／

看
護
補
助
者
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、
看
護

補
助
者
と
し
て
就
業
を
希
望
す
る
方
(
い
ず
れ

も
資
格
は
不
要
)　

▼
内
容
／
看
護
補
助
者
に

つ
い
て
の
説
明
、
技
術
体
験
、
施
設
見
学
、
交

流
会
な
ど　

▼
定
員
／
20
人　

▼
参
加
費
／
無

料　

▼
申
込
／
12
月
１
日
㈪
ま
で
に
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で　

▼
そ
の
他
／
各
種
感
染
症

拡
大
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

問○
静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー 

西
部
支
所

　

☎
0
5
3

－

4
５
４

－

４
３
３
５

小
中
学
生
の
税
に
関
す
る
全
作
品
展
示
会

　

納
税
の
大
切
さ
や
税
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
小
中

学
生
に
募
集
し
た
税
に
関
す
る
作
文
、
習
字
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈬
〜
21
日
㈰　

▼
と
こ
ろ

／
磐
田
市
立
中
央
図
書
館
展
示
室
1

問○
収
納
課
☎
37

－

４
８
１
０

　
　
　
　

℻
37

－

６
３
１
０

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」
ヒ
デ
氏
に
よ
る

労
働
文
化
講
演
会

▼
と
き
／
12
月
19
日
㈮　

午
後
６
時
30
分
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
月
見
の
里
学
遊
館
う
さ

ぎ
ホ
ー
ル
(
袋
井
市
上
山
梨
４
丁
目
３
番
地

の
７
)　

▼
内
容
／
「
起
笑
転
決
」
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術　

▼
定
員
／
３
５
０
人
(
要

入
場
整
理
券
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
そ
の

他
／
整
理
券
は
静
岡
県
労
働
金
庫
磐
田
支
店

ま
た
は
袋
井
支
店
で
配
布

問○
静
岡
県
労
働
金
庫
磐
田
支
店

　

☎
34

－

７
１
１
１

　

静
岡
県
労
働
金
庫
袋
井
支
店

　

☎
43

－

４
６
４
９

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

▼
と
き
／
12
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
2
階

視
聴
覚
ホ
ー
ル　

▼
内
容
／
腹
話
術
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど　

※
変
更

の
場
合
あ
り　

▼
出
演
／
に
ん
ぎ
ょ
う
の
会
、

磐
田
北
高
校
生
徒　

▼
定
員
／
80
人
(
要
入

場
整
理
券
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／

12
月
5
日
㈮
か
ら
中
央
図
書
館
で
、
1
人
3
枚

ま
で
整
理
券
を
配
布

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－
5
2
5
4

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

5
1
5
4

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
8
8
0
8

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▼
と
き
／
①
12
月
20
日
㈯　

午
前
9
時
〜
11

時
、
②
来
年
1
月
17
日
㈯　

午
前
9
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
磐
田
市
消
防
署　

３
階
大
会
議

室　

▼
内
容
／
主
に
成
人
を
対
象
と
し
た
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法　

※
①
の
講
習
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
学
習
が

必
要　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
の
方　

▼
定
員
／
先
着
各
15
人　

▼
受

講
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
動
き

や
す
い
服
装
、
マ
ス
ク
、　

①
の
み
オ
ン
ラ
イ

ン
事
前
学
習
(
普
通
救
命
講
習
編
)
の
受
講
証

明
書
(
印
刷
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
ク

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
し
た
も
の
)▼
申
込
／
11
月

26
日
㈬
か
ら
講
習
会
３
日
前

の
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、

電
子
申
請
ま
た
は
電
話
で

問○
消
防
本
部
警
防
課
☎
36

－

9
9
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
36

－

0
9
5
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
1
6
7

未
来
の
科
学
技
術
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と
き
／
12
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松　

展
示
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
1
･
2
･
3
(
浜
松
市

中
央
区
板
屋
町
１
１
１

－

1
)　
▼
対
象
／

小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
保
護
者　

▼
内
容

／
も
の
づ
く
り
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
な

ど　

※
一
部
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
予
約
が
必
要

で
す　

▼
講
師
／
静
岡
理
工
科
大
学
学
生
・

静
岡
県
工
業
系
高
等
学
校
生
徒
な
ど　

▼
持

ち
物
／
水
分
補
給
の
で
き
る
も
の　

▼
参
加

費
／
無
料　

▼
申
込
／
予

約
の
必
要
な
体
験
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約

問○
静
岡
理
工
科
大
学

　

未
来
フ
ェ
ス
イ
ベ
ン
ト
事
務
局

　

☎
45

－

０
１
１
１　

℻
45

－

０
１
１
０

看
護
の
お
仕
事
事
フ
ェ
ア

▼
と
き
／
12
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜

松 

コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

4
階
(
浜
松
市
中

央
区
板
屋
町
１
１
１

－

1
)　

▼
対
象
／
看
護

職
の
免
許
を
保
有
し
、
お
仕
事
探
し
を
さ
れ

て
い
る
方
、
看
護
職
の
免
許
取
得
予
定
の
方
、

免
許
は
な
い
が
看
護
師
や
看
護
補
助
者
の
仕

事
に
興
味
の
あ
る
方　

▼
内
容
／
地
域
の
医

療
機
関
が
お
仕
事
を
紹
介　

▼
参
加
費
／
無

料　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

▼
そ
の
他
／
無
料
託
児
あ
り

問○
静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
５
４

－

２
０
２

－

１
７
６
１

▲電子申請

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkazai/1047707.html
https://www.shizuoka-na.jp/archive/08/08135JQARPUPB5B.asp
https://logoform.jp/f/NuIX0
https://navi.sist.ac.jp/event/miraifes2025/


※掲載内容は10月31日時点の情報です
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磐
田
市
恋
活
イ
ベ
ン
ト

い
ち
ご
狩
り
＆
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

　

い
ち
ご
狩
り
と
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
楽
し
め

る
恋
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
い
ち
ご
空
中
農
園
い
わ
た
(
駒
場

６
８
６
６-

４
６
)　

▼
対
象
／
20
歳
代
〜
30
歳

代
の
出
会
い
に
前
向
き
な
独
身
の
方　

▼
定
員

／
男
女
各
20
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加
費
／
２
５
０
０
円　

▼
申
込
／
12
月
４
日
㈭
ま
で

に
電
子
申
請
で

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

２
８
０
８

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

４
６
３
１

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
０
１
３
３
８
９

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会

▼
と
き
／
来
年
１
月
31
日
㈯　

①
午
後
２
時

〜
3
時
20
分　

②
午
後
３
時
30
分
〜
４
時　

▼

と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

多
目
的
ホ
ー

ル　

▼
対
象
／
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
関

心
の
あ
る
方　

▼
内
容
／
①
講
演
会　

②
支

援
者
向
け
意
見
交
換
会　

▼
講
師
／
石
井
し
こ

う
氏
(
不
登
校
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)　

▼
定
員

／
①
先
着
２
０
０
人　

②
先
着
40
人　

▼
参

加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
来

年
１
月
29
日
㈭
ま
で
に
電
子

申
請
ま
た
は
F
A
X
で

問○
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
37

－

２
０
１
８　

℻
37

－

２
８
１
２

　

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
５
９
１
０

石田不空書芸展

12月10日㈬～ 14日㈰午前10時～午

後4時、法
はっ

多
た

山
さん

尊
そん

永
えい

寺
じ

「研修会館」

（袋井市豊沢2777）で。おかげさま

で恒例となった法多山での15回目の

個展です。ご自宅に飾ったり、ちょ

っとしたプレゼントにも喜ばれそう

な手頃なサイズの書道作品を展示し

ています。申し込みは不要。入場無

料。　○問NPO法人健康文化クラブ・

石田☎090-8157-4179

中泉クラブ体験会 ・ OB戦

12月28日㈰午前９時～11時（体験

会）、正午〜午後４時（OB戦）。

未就学児・小学生を対象に体験会を

開催します。初心者大歓迎！道具は

貸し出し可能で手ぶらで参加OK。

ストラックアウトやバッティングな

ど楽しく体験できます。また卒団生

による恒例のOB戦も行います。世

代を超えた交流を通じて野球の楽し

さや中泉クラブのつながりを現団員

に伝えて下さい。申し込みは不要。

当日、直接会場へ　○問 大石（☎

080-3665-7795）

新春テニス初打会&テニス教室

来年1月3日㈯午前10時～15時、東

大久保テニスコートにて。テニス

（硬式）愛好者対象。選手を招き、テ

ニスを楽しめるイベントを行います。

詳細は磐田市テニス協会ホームペー

ジを参照。定員60人。参加費は500

円。持ち物はテニス用具

一式。申込は当協会ホー

ムページから　○問磐田市

テ ニ ス 協 会・ 品 川 ☎

090-7690-9322

「床バレエ」 のお誘い

毎週水曜日午後２時〜３時、磐田市

厚生会館（磐田温水プール南）で。膝・

腰痛に効果的なバレリーナの動きを

取り入れた寝ながら行うストレッチ。

定員10人。会費１回1,000円。持ち

物は、水筒、ヨガマット。申し込み

は木船（☎32-3986）へ

バウンドテニス会員募集

毎週月曜日午前９時30分〜11時30

分、磐田市総合体育館で。コートは

幅3m長さ10mと狭く、ボールは直

径9cmのスポンジのため、高齢者に

優しいスポーツです。会費は月500

円。最初はラケットをお貸しします　

○問川島☎090-1755-3617

歌声広場カナリア

12月24日㈬、来年1月14日㈬、28

日㈬午前9時45分〜11時15分、ワー

クピア磐田で。毎月1〜2回開催して

います。季節の唱歌や昭和、平成の

ヒット曲をみんなで歌いましょう。

歌集600曲からリクエストできます。

参加費は1回800円（歌集は1,200円、

貸出可）。申し込みなど詳しくは、

電話またはEメールで袋井市協働ま

ちづくりセンター「ふらっと」(☎

0538-43-6315・info@flat-

fukuroi.com)へ

ヨーガ会員募集

毎週月曜日午後2時〜３時30分、ワ

ークピア磐田1階第1会議室で。50歳

以上の女性対象。ゆったりヨーガで

無理のないレッスンです。首、肩こ

り、腰痛、便秘、ダイエット、高低

血圧症、不眠、更年期障害などの改

善に期待できる効果があります。会

費は３ヶ月前納の場合１回800円。

無料体験レッスンができます。持ち

物はヨーガマット、水分補給用水筒、

靴を入れるビニール袋。

○問小
こ

名
な

木
ぎ

☎080-5286-0678

浜松いのちの電話相談員

対象は満20歳以上の方（経験・学歴

不問）。相談員として活動していただ

くには、所定の相談員養成研修を受

講し、認定を受ける必要があります。

募集要項・申込書を下記応募窓口に

請求、または「浜松いのちの電話」ホ

ームページからダウンロードし、必

要書類とともに1月31日㈯までに郵

送で社会福祉法人 浜松いのちの電話 

事務局（〒430-8691 浜松郵便局私

書箱125号）へ。応募窓口　社会福祉

法人 浜松いのちの電話 事

務局（☎053-471-9715・

℻053-543-9020）　 ※

平日午前10時〜午後５時

まで

会 員 募 集

　催　し　
▲ホーム
　 ページ

▲ホーム
　 ページ

▲電子申請 ▲電子申請

https://logoform.jp/f/XKh1t
https://logoform.jp/f/CCN4C
https://www.i-ta.jp/
https://www.jona.or.jp/~wbs60252/index.html


市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

 ４ 日㈭

11日㈭

18日㈭

25日㈭

13:30
　〜17:00

※�定員7組。予約制（予約受付は原則開催日の
1週間前の木曜日から。予約は原則電話のみ
受付8:30〜17:15）

司法書士
相続 ・ 登記相談

県司法書士会浜松支部主催

２ 日㈫
16日㈫

13:30
　〜16:30

※�定員6組。予約制（11月25日㈫から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言 ・ 約束相談

23日㈫
13:30
　〜16:30

※�定員6組。予約制（12月10日㈬から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

行政
相談

本庁舎 ８ 日㈪ 13:00
　〜15:00福田支所 22日㈪

問　消費生活センター　☎188 （局番なし）

消費生活相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112

交通事故相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

〜金曜日
★8:30
　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192（自動音声案内）

年金相談
磐田市役所本庁舎

23日㈫
★10:00
　〜1５:00
　※�要予約年金相談

浜松市浜名区役所
４ 日㈭

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口
毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15

市立総合病院での相談

問　市立総合病院　☎38-5000
※がん相談は☎38-5286 （直通） それ以外は上記へ

よろず相談

医療相談

医療福祉相談

肝疾患相談

認知症相談

がん相談

各種就労支援相談

毎週月

～金曜日

8:15　

　〜17:00

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-4824

ボランティア相談
 ☎ 37-6200

毎週月

～金曜日

★8:30　

　〜17:15
 ※ 16:45
     まで受付

福祉なんでも相談
 ☎ 37-4864

成年後見相談
 ☎ 37-2792

iプラザでの相談
問　福祉相談課　☎37-4919

くらしと仕事相談
☎32-8880 毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15障がい者生活相談

☎84-6661

身体障がい者相談会
ボランティア会議室２

11日㈭
13:30

　〜15:30

知的障がい者相談会
ふれあい交流室３

10日㈬
19:00

　〜21:00

精神障がい者相談会  次回 １ 月に開催します

問　福祉政策課　☎37-4814

人権身の上相談
※11月27日㈭までに予約

4 日㈭
9:00　

　〜12:00

問　健康増進課　☎37-2013またはLINE

こころの寄り添い相談
相談室 3 ※要予約

毎月第2・4

金曜日

10:00　

　〜12:00

問　こども若者家庭センター　☎37-2018

こども相談 ☎35-4317
毎週月

～金曜日

8:30　

　〜17:00
※面談は要予約

女性相談 ☎37-4844

若者相談 ☎37-2752

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火～土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00〜21:00
【オンライン相談（要予約）】
水曜日／19:00～、20:00～

内職相談
毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

創業相談

※要予約
WEB 予約のみ

中小企業診断士 
1日㈪・11日㈭・15日㈪・22日㈪
10:00〜／11:30〜／13:30〜／15:00〜

税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
２日㈫・16日㈫
18:00〜／19：30〜

WEBとSNS相談 
12日㈮・26日㈮
9:00〜／10:30〜

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 2７日㈯
9:30
　〜12:30

※定員6組。予約受付は毎月1日から月・水・金の9時～13時

問	 ライフサポートセンターしずおか
	 ☎33-3715 （転送電話対応）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:00

問	 連合労働相談ホットライン
	 　　0120-154-052（電話相談のみ）

労働相談
毎週月　
～金曜日

10:00
　〜17:00

問	 県西部健康福祉センター
	 ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談

18日㈭
13:30
　〜15:30

高次脳機能障害
医療等総合相談会

 次回 ２ 月に開催します

問	 県認知症コールセンター
	 　　0120-123-921（電話相談のみ）

認知症コールセンター
毎週月・木・
土・日曜日

10:00
　〜15:00

市民の相談 ・意見などの総合的な窓口として、 市民相談センター （本庁舎 1階☎0538-37-4746） をご利用ください。

市外局番 「0538」 の表記は省略しています。 　★は 12:00～ 13:00を除く　※原則、 祝日は休み
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12月の相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報

お悩みをご相談ください （予約制）

▶と　き／ 12月 23日㈫ 午前 10時～午後4時

▶ところ／磐田サポートハウス 「ほっと」
　　　　　　　（見付 2386-7）

▶対　象／中学校卒業から64歳までの
            ご本人およびその家族

▶その他／電話相談は随時受付しています

問若者相談ダイヤル☎ 37-2752

ひきこもり・不登校相談

静岡こども救急電話相談

平日 ・ 土曜 ・ 日曜 ・ 祝日  毎日 24 時間対応
固定電話 （プッシュ回線）、 携帯電話　#8000

IP電話、固定電話（ダイヤル回線）

☎ 054-201-9910 へ

夜間・休日急患診療

磐田市急患センターへは
電話をしてから行きましょう

▶ところ／上大之郷51

【夜間 （月〜土曜日）】
▶受付時間／午後7時15分～10時00分
▶診療科目／内科 ・小児科

【昼間 （日曜 ・ 祝日のみ）】
▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　　　午後1時45分～ 4時30分
▶診療科目／内科 ・小児科 ・外科
※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎ 32-5267

子どもたち、 保護者の方、 お気軽に

ご相談ください （毎週月～金曜日）

こども若者家庭センター     ☎ 35-4317
   ▶受付時間 /午前８時３０分～午後５時

磐田市学校教育課            ☎37-4923
   ▶受付時間 /午前８時３０分～午後５時 15分

教育支援センター ( あすなろ ) ☎ 33-5198
   ▶受付時間 /午前８時３０分～午後5時
　　※ 「あすなろ」 は不登校相談のみ

いじめ・不登校電話相談

https://airrsv.net/workpia-hajimari/calendar


23
広
報 22

広
報2025年（令和7年）11月号 2025年（令和7年）11月号

1001754

ページ番号

月12

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

   

…

【予
約
が
必
要
】

●
…

【ふ
れ
あ
い
遊
び
】

★
…

【計
測
日
】

◆
…

【お
知
ら
せ
】

   

…

【は
じ
め
の
い
っ
ぽ
】

   

…

【保
健
師
相
談
日
】

予保 は※「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」
は
、
市
内
在
住
の
生
後

３
カ
月
か
ら
５
カ
月
ご
ろ
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
や
手
遊
び
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
う
も
の
で
す
。
保
健
師
も
参
加
し
、

子
育
て
の
相
談
や
計
測
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
予
約
制
で
、
開
催
中
は
貸
し
切
り

と
な
り
ま
す

※
市
外
局
番
「
０
５
３
８
」
は
表
記
を
省
略
し

て
い
ま
す

12
月
23
日
㈫
午
後
は
、
全
館
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

に
っ
こ
に
こ

国
府
台
57

－

7

（i
プ
ラ
ザ
内
）

☎
31

－

0
1
1
5

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
に
っ
こ
に
こ
ぽ
ん
／
毎
週
火
曜
日
11
時
30
分

〜
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
時
～
11
時
20
分
、13
時

保 は

☎
37

－

２
０
１
２
（
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

 

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
ぐ
は
ぐ

岩
田
交
流
セ
ン
タ
ー

／
４
日
㈭
・
18
日
㈭
10
時
～
15
時

大
藤
交
流
セ
ン
タ
ー

／
11
日
㈭
・
25
日
㈭
9
時
～
14
時

向
笠
交
流
セ
ン
タ
ー

／
12
日
㈮
・
26
日
㈮
10
時
～
15
時

　

 

／
12
日
㈮
10
時
～
11
時

【
毎
回
共
通
】

●
は
ぐ
は
ぐ
タ
イ
ム
／
11
時
～

★
乳
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

保

●
お
い
で
お
い
で
ば
ぁ
っ
！
／
11
時
20
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆   

赤
ち
ゃ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
／
3
日
㈬
13
時

30
分
〜

◆
ひ
ら
け
ご
ま
さ
ん
の
お
は
な
し
会
／
13
日
㈯

11
時
10
分
〜

◆
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会
／
17
日
㈬
11
時
〜

壱
貫
地
76

－

5

（豊
岡
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
3
9

－
63

－

0
0
4
7

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時 

※
祝
日
休

あ
い
あ
い

予

エ
ン
ジ
ェ
ル

国
府
台
84

－

3

（
こ
う
の
と
り
保
育
園
内
）

☎
32

－

4
7
3
2　

月
～
木
曜
8
時
30
分
～
13
時
30
分　

※
祝
日
休

●
あ
そ
ぼ
う
エ
ン
ジ
ェ
ル
／
11
時
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
日
㈫
10
時
～
11
時

◆　
 

わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
８
日

㈪
、15
日
㈪
10
時
〜

◆　

 
ハ
イ
ハ
イ
ヨ
チ
ヨ
チ
か
け
っ
こ
よ
ー
い

ド
ン
！
＆
誕
生
会
／
16
日
㈫
10
時
〜

◆　

 

エ
ン
ジ
ェ
ル
リ
ト
ミ
ッ
ク
／
17
日
㈬

 
 

※
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
環
境
整
備
の
日
／
18
日
㈭
休
館

◆
干
支
足
形
ス
タ
ン
プ
／
25
日
㈭
９
時
〜
10
時

45
分

　

 

／
９
日
㈫
10
時
〜
11
時

予 予
保こ

ど
も
の
家

岡
7
8
3

－

1

（
竜
洋
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
66

－

9
0
0
0

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休　

●
ひ
ま
わ
り
っ
こ
／
11
時
5
分
～
11
時
30
分

★
乳
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

★
幼
児
期
／
３
日
㈬
９
時
～
11
時

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会
／
10
日
㈬
10
時
50
分
〜
11
時

30
分

　

 

／
16
日
㈫
10
時
〜
11
時 

 

／
３
日
㈬
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

保 は
予

こ
ど
も
の
森

城
之
崎
1
丁
目
2

－
13

☎
36

－

1
3
1
1

月
・
火
・
木
曜
10
時
～
15
時
30
分　

※
祝
日
休

●
も
り
も
り
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
時
～
、13
時
〜

◆
離
乳
食
相
談
日
／
毎
週
月
曜
10
時
～
11
時

（
22
日
㈪
は
14
時
ま
で
実
施
）

◆
栄
養
相
談
日
／
11
日
㈭
10
時
～
14
時

　

 

／
９
日
㈫
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

 

／
９
日
㈫
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

た
っ
ち

新
貝
１
丁
目
28

－

1

☎
30

－

6
1
1
0

火
～
土
曜
9
時
～
16
時　

※
祝
日
休　

●
た
っ
ち
へ
ゴ
ー
／
11
時
～
、15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
ぴ
っ
た
ん
こ
／
9
日
㈫
13
時

30
分
～
定
員
6
組

◆
図
書
館
の
職
員
に
よ
る
お
は
な
し
会
／
16
日

㈫
11
時
～

　

 

／
12
日
㈮
13
時
30
分
〜

　

 

／
23
日
㈫
9
時
45
分
〜

予
保 は●

と
こ
と
こ
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

　
 

／
16
日
㈫
10
時
〜
11
時

見
付
2
3
5
3

－

1
（
磐
田
北
幼
稚
園
内
）

☎
37

－

1
8
8
8

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
45
分
、
14
時
～
16
時  

※
祝
日
休

と
こ
と
こ

保

●
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
／
11
時
～
、15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

パ
パ
も
夢
中
に
な
る
遊
び
方
教
室
／
6

日
㈯
10
時
〜
先
着
10
組

◆　

 

園
長
先
生
に
聞
き
た
い
「
今
大
切
に
し

た
い
こ
と
」
／
８
日
㈪
10
時
〜
先
着
10
組

◆
シ
ー
タ
さ
ん
「
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
」
／
9

日
㈫
11
時
〜

◆
藝
樹（
げ
い
じ
ゅ
）音
楽
の
森
「
ク
リ
ス
マ
ス

ダ
ン
ス
」
／
20
日
㈯
11
時
〜

　

 

／
19
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

 

／
10
日
㈬
10
時
〜
11
時

【
で
あ
い
の
ひ
ろ
ば
】
10
時
～
11
時
30
分

　
※
各
地
に
出
張
し
て
活
動
し
ま
す

　

南
交
流
セ
ン
タ
ー
／
10
日
㈬

の
び
の
び

上
大
之
郷
51

（急
患
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
37

－

4
1
0
2

毎
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分　

※
木
曜
休

保 は
予

保 は

保 は

予 予

◆
赤
ち
ゃ
ん
計
測
と
図
書
館
の
職
員
に
よ
る

お
は
な
し
会
／
25
日
㈭
10
時
30
分
〜

　

 

／
19
日
㈮
10
時
30
分
〜

　

 

／
19
日
㈮
９
時
30
分
〜

～
15
時
20
分

◆
健
康
ミ
ニ
講
座
＆
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
測
定
／

1
日
㈪
14
時
〜　

※
詳
細
は
お
た
よ
り
に
て 

 

／
15
日
㈪
13
時
30
分
～
14
時
30
分 

 

／
５
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

いわた子育てアプリ

https://www.mchh.jp/login
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火事です！消防はしご車が出動しました。 高い所に逃げ遅れた人がいますが、

はしごが届きません。 さあ、 どうする？ページをめくると見開きいっぱい、 一

直線に伸びたはしご車の勇姿は迫力満点です。 続いて、 「コンクリートポンプ車」

や 「かにクレーン」 など、 珍しい車が登場します。 そこでも何やら問題が起こっ

ています。 「どうなるのかな？」 とお子さんと一緒に考えながら読んでみてくだ

さい。 自動車が車体のどこかを伸ばして、 問題をすっきりと解決してくれます。

お子さんが本物の 「のびるじどうしゃ」 と出会えたら、 本と現実がつながり、

興味はさらに増すことでしょう。 幼い子が不思議だなと感じることや興味をもっ

て見つめること、 そして考えることは科学のはじめの一歩です。 ちょっとした見

方のポイントを教えてあげると、 そこからどんどん世界を広げていきます。 科学

の芽を育てるきっかけになる 1冊です。 4歳ぐらいから。

い
ろ
ん
な
く
に
の
こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
う
／

10
日
㈬
、
17
日
㈬
、24
日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時

※
11
時
〜
11
時
45
分
は
自
由
に
遊
べ
ま
す

ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作
／
３
日
㈬
10
時
30
分
〜

手
遊
び
や
歌
を
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、
外

国
語
や
異
文
化
に
親
し
も
う
。
予
約
不
要
、

参
加
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い

多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 

こ
ん
に
ち
は

東
新
町
1
丁
目
１

－

８

☎
35

－
２
５
１
２

水
曜
日

（親
子
遊
び
）
10
時
～
12
時

子
育
て
ス
ポ
ッ
ト

『のびるじどうしゃ』
〜のびて、 のびて。 みんなのためにお仕事します〜

平山　暉彦／さく

福音館書店

　 問  中央図書館　☎︎ 0538 ｰ 32 ｰ 5254

10
時
30
分
〜
定
員
９
組

　

 

歯
科
衛
生
士
に
こ
っ
歯
相
談
／
６
日
㈯
10

時
〜
定
員
４
組

　 

心
理
士
パ
パ
向
け
講
座
／
７
日
㈰
10
時
〜
、

11
時
〜
定
員
各
８
組

　

 

に
こ
っ
と
女
性
相
談
／
10
日
㈬
９
時
30

分
〜
定
員
３
組

ち
い
さ
な
お
な
べ
の
お
は
な
し
会

（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）
／
10
日
㈬
15
時
〜

プ
レ
マ
マ
お
は
な
し
会
／
14
日
㈰
10
時
30
分
〜

　

 

心
理
士
に
こ
っ
と
相
談
＆
ミ
ニ
講
座
／

17
日
㈬（
相
談
）９
時
30
分
〜
定
員
４
組（
講

座
）11
時
〜「
も
ぐ
も
ぐ
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
！
食

事
の
困
り
ご
と
を
皆
で
解
決
」定
員
９
組

　

 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
４
日
㈭
・
13
日
㈯
生

後
6
〜
8
カ
月
く
ら
い
の
市
内
の
親
子
対
象

（
引
換
券
持
参
）

　

 

栄
養
士
個
別
相
談
／
６
日
㈯
（
相
談
）９
時

30
分
〜
定
員
４
組
（
講
座
）「
お
箸
の
持
ち
方
」　

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭 

に
こ
っ
と

上
新
屋
3
0
4

☎
36

－

1
7
1
1

9
時
30
分
～
18
時　

※
月
曜
・
木
曜
・

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
休
館

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
日
㈫
・
23
日
㈫
９
時
〜

◆　

 

言
葉
の
相
談
日
／
4
日
㈭
9
時
30
分
〜

　

 

／
19
日
㈮
13
時
30
分
～

 

／
９
日
㈫
10
時
〜
11
時

ぽ
っ
け

富
丘
1
6
2

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
み
が
お
か
内
）

☎
35

－

2
5
4
6

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

保 は

●
に
ぎ
に
ぎ
ぎ
ゅ
っ
と
／
11
時
10
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
（
だ
っ
こ
）
／
2
日

㈫
・
3
日
㈬
10
時
～
詳
細
は
お
た
よ
り
で

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う（
わ
ら
べ
）／
12
日

㈮
・
16
日
㈫
・
17
日
㈬
10
時
～
詳
細
は
お
た
よ

り
で

 　

／
19
日
㈮
10
時
〜
11
時 

 

／
19
日
㈮
11
時
〜
12
時

み

ち
る
ー
む

前
野
2
5
7
5

（
龍
の
子
幼
稚
園
内
）

☎
35

－

5
1
4
4

月
～
金
曜
8
時
30
分
～
14
時
30
分　

※
祝
日
休

予予
保 は

ほ
の
ぼ
の

南
島
1
6
4

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
な
み
し
ま
内
）

☎
55

－

6
1
7
1

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
ほ
の
ぼ
の
タ
イ
ム
／
10
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
日
㈫
・
23
日
㈫
の
開
館

時
間
内
い
つ
で
も　

※
23
日
㈫
午
後
休
館

◆   

み
ん
な
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
／
１
日
㈪

10
時
〜

　

 

／
９
日
㈫
10
時
30
分
〜
11
時

　

 

／
９
日
㈫
10
時
〜
11
時

予 ふ
わ
っ
と

福
田
中
島
55

（福
田
こ
ど
も
園
内
）

☎
58

－

1
5
6
6

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時 

※
祝
日
休

●
ふ
わ
っ
と
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
／
16
日
㈫
11
時
15
分
〜
、

15
時
30
分
〜

◆
藝
樹（
げ
い
じ
ゅ
）音
楽
の
森
「
ク
リ
ス
マ
ス

ダ
ン
ス
」
／
24
日
㈬
10
時
〜

◆
赤
ち
ゃ
ん
こ
し
ょ
こ
し
ょ
こ
し
ょ
／
26
日
㈮

10
時
30
分
〜

　

 

／
26
日
㈮
10
時
〜
11
時

保

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
お
は
な
し
会
／
20
日
㈯
10
時

30
分
〜

　

 

外
国
語
お
は
な
し
会
／
21
日
㈰
10
時
30
分

〜
定
員
10
組

手
話
講
座
／
27
日
㈯
10
時
30
分
〜

【
毎
週
の
催
し
】

保
健
師
相
談
／
毎
週
水
曜
11
時
〜
12
時

「
に
こ
っ
と
」
の
お
は
な
し
会
／
毎
週
水
曜

10
時
30
分
か
ら
は
０
～
２
歳
向
け
、
毎
週
日

曜
15
時
か
ら
は
３
～
５
歳
向
け

に
こ
っ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
／
毎
週
水
·
金
曜

13
時
30
分
～
16
時

予

予

予 予 予

予
保 は

予

◆
手
形
足
形
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
／
４
日
㈭
、

11
日
㈭
、12
日
㈮

◆
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ト
／
18
日
㈭
、25
日
㈭
、26
日
㈮

予

https://www.instagram.com/konnichiwa_iwata?igsh=MXhwaTRsdWFkeHF4OA==
https://www.city.iwata.shizuoka.jp/event/kodomo_kosodate/1011930/index.html


PB
広
報 24

広
報2025年（令和7年）11月号 2025年（令和7年）11月号

１０/１㈬にJR磐田駅で赤い羽根
共同募金運動を実施しました

詳細は、 こちらから▶

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場

35 11/２ （日） 14:00 V・ファーレン長崎 ヤマハスタジアム

37 11/23（日・祝） 14:00 モンテディオ山形 ヤマハスタジアム

【１１月のホームゲーム】

12/21㈰のホーム開幕戦で
SHIZUOKA Pride シャツをGET

ⒸJUBILO IWATA

１1/30㈰に第２８回ジュビロ磐田
メモリアルマラソンが開催されます

ⒸJUBILO IWATA ⒸJUBILO IWATA

　今年で28回目となるジュビロ磐田メモリアルマラソ

ンが11月30日㈰に開催されます。ジュビロ磐田のJリー

グ昇格の喜びを分かちあうために計画され、1998年か

ら開催されている本大会に、今年も多くの方が出走し

ます。ぜひ応援に足を運んでください！

　　【SHIZUOKA Pride シャツの特徴】
　　
　　 ・ オーバーサイズ仕様

　　　 1 枚で羽織るのはもちろんアウターの上から

       重ねて着られるゆったりシルエット

　　 ・ 今年も２サイズ展開

　　　 大人サイズ ( フリー ) と子どもサイズ

　　　 ( キッズフリー ) の２サイズで配布予定

シャツ裏 ▶
　10 月１日㈬、磐田市共同募金委員会主催のもと、JR

磐田駅で開催された赤い羽根共同募金運動に株式会

社ジュビロ代表取締役の浜浦社長をはじめ、ジュビロ

くん・ジュビィちゃん、静岡ブルーレヴズのレヴズく

ん、静岡 SSU ボニータのぼにたんが一緒に改札前に並

び、呼びかけを行いました。　

　赤い羽根共同募金にご協力いただいた皆さま、あり

がとうございました！

◀ シャツ表

　静岡ブルーレヴズでは、12月21日㈰のNTTリーグワ

ン2025-26 第２節＜スター精密 presents マッチデー

＞にて、先着12,000名様に来場者プレゼントとして

SHIZUOKA Pride シャツをお配りします！

　静岡県内35市町の地形をデザインしたこのシャツは、

静岡をホームとする誇りを胸に着る魂の一枚です。

　また、地域の皆さまやファンの皆さまと一緒に、勝

利を目指して戦う静岡の熱い本気を示しています。

　みんなでこのシャツを着てスタジアムを青く染め、

共に勝利をつかみ取りましょう！

https://www.shizuoka-bluerevs.com/news/2665


　

市民スポーツの推進を目的とした磐田市との協定に基づき、プロ
バスケットボールクラブ「三遠ネオフェニックス」の試合に、磐田市
在住の方２００人をご招待します。プロのバスケットボール選手のプ
レーを間近で観戦できるチャンスです！

三遠ネオフェニックス
公式戦にご招待！

日 時 ①令和 8 年２月７日（土） 
②令和 8 年２月８日（日） 

横浜ビー・コルセアーズ

浜松アリーナ（浜松市中央区和田町 808-1）

V S

会 場

申 込

磐田市応援リーダー 

吉
よし

井
い

裕
ひろ

鷹
たか

選手 （背番号１０）

問　株式会社フェニックス

     チケット担当

   　☎︎ 0532-35-7528

12 月１日（月） 正午から申込開始

各日とも招待枠が埋まり次第、受付を終了します
土日合計で先着２００人（自由席）
①二次元コードより三遠ネオフェニックス公式 LINE

アカウント」を友だち登録（登録済みの方は②から）
②トーク画面にキーワード「いわた」と入力して送信
③自動返信のあったURL からお申込み
※Ｂリーグの ID 必須　　※１申込で４人まで

両日とも午後 3時５分 
試合開始 (予定 )

▲申込はこちら

　

今
年
の
秋
も
、
市
内
の
田
園
地
帯

で
は
黄
金
色
の
穂
が
風
に
揺
れ
、
店

頭
に
は
新
米
が
並
び
は
じ
め
て
い
ま

す
。
昨
秋
か
ら
「
令
和
の
米
騒
動
」

と
も
い
わ
れ
た
米
価
の
高
騰
が
続
き
、

私
も
ス
ー
パ
ー
で
価
格
を
確
か
め
る

の
が
日
課
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
米
は
日
本
人
の
主
食
で
あ
り
、

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
価

格
上
昇
は
家
計
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
ま
た
、
市
に
は
多
く
の
米
農
家

が
あ
り
、
本
市
の
米
の
収
穫
量
は
県

内
35
市
町
の
内
２
位
(
令
和
５
年
)

で
、
学
校
給
食
で
は
市
内
産
米
の

1
0
0
％
使
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
出
来
事
を
通
じ
て
、
消
費
者

と
生
産
者
双
方
の
声
を
聴
く
中
で
持

続
可
能
な
お
米
の
生
産
と
消
費
の
バ

ラ
ン
ス
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
時
期
は
遠
州
地
域
な
ら
で
は

の
秋
祭
り
も
各
地
で
行
わ
れ
、「
採

れ
た
て
の
新
米
を
お
供
え
し
、
み

ん
な
で
お
に
ぎ
り
に
し
て
い
た
だ

く
」
と
い
う
地
区
も
あ
り
ま
す
。

「
米
」
と
い
う
文
字
の
由
来
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
お
米
が
出
来
る
ま

で
に
八
十
八
の
手
間
が
か
か
る
た

め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
粒

一
粒
に
込
め
ら
れ
た
生
産
者
の
皆

さ
ん
の
丁
寧
な
営
み
が
、
私
た
ち

の
食
卓
を
支
え
て
い
ま
す
。
お
祭

り
を
通
じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者

が
お
互
い
に
感
謝
を
伝
え
合
う
姿

を
目
に
す
る
と
、「
食
こ
そ
が
私
た

ち
の
命
の
源
」
で
あ
る
こ
と
を
し

み
じ
み
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
豊
か
な
土
地
を
守
り
続
け

て
き
た
先
人
と
、
今
も
汗
を
流
す

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
な
が
ら
、
今
日
も
お
い
し
い
ご

飯
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

第５１回

市
長
　
草
地
博
昭

「

」

実
り
の
秋
に
感
謝
を
込
め
て
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
で

　
　

仲
間
と
と
も
に
い
き
い
き
と

plus

聞
こ
え
と
認に

ん

知ち

症
し
ょ
う

　
　

知
っ
て
お
き
た
い
大
切
な
こ
と

市立総合病院からの

お知らせ

　

「
年
だ
か
ら
聞
こ
え
に
く
い
の
は
仕
方

な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 
実
は
、

年
齢
と
と
も
に
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
「
加か

齢れ
い

性せ
い

難な
ん

聴ち
ょ
う」

は
、
認
知
症
と
深
い
関
係
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
最
新

の
研
究
で
は
、
難
聴
が
あ
る
方
は
、
そ
う

で
な
い
方
に
比
べ
て
認
知
症
に
な
る
リ
ス

ク
が
約
2
倍
に
な
る
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。

　

な
ぜ
難
聴
が
認
知
症
と
関
係
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？ 

聞
こ
え
に
く
い
こ
と
で
、

人
と
の
会
話
が
億お

っ

劫く
う

に
な
っ
た
り
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
内
容
が
理
解
し
づ
ら
く

な
っ
た
り
す
る
と
、
社
会
と
の
交
流
が
減

り
、
脳
へ
の
刺
激
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
認
知
機
能
の
低

下
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
難
聴
が
直
接
認
知
症
を
引
き

起
こ
す
原
因
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
難
聴
と
認
知
症
に
は
、
共
通
の
原
因

(
例
え
ば
、
血
管
の
病
気
な
ど
)
が
あ
る

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、「
補
聴
器
を
使
え
ば
認
知
症
を
完
全

に
予
防
で
き
る
」
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
聞
こ
え
を
良
く
す
る
こ
と

は
、
日
々
の
生
活
の
質
を
大
き
く
向
上
さ

せ
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
上
で
非

常
に
重
要
で
す
。
聞
こ
え
が
改
善
す
る
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

な
り
、
脳
が
活
性
化
さ
れ
る
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

も
し
聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
耳
鼻
咽
喉
科
を
受

診
し
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。
聞
こ
え
の
ケ

ア
は
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
長
く
続
け

る
た
め
の
大
切
な
一
歩
で
す
。

大お

お

石い
し 

宏ひ

ろ

虎と

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
は
、
市
内
で
約

4
6
0
0
人
の
仲
間
が
参
加
し
て
い
る
高

齢
者
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。
高
齢
期
を

明
る
く
健
康
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
を
柱
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

運
動
と
文
化
活
動
で
い
き
い
き
と

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
の
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
す
活
動
や
、
カ
ラ
オ
ケ
や
将
棋
と

い
っ
た
文
化
活
動
な
ど
、
約

1
9
0
の
ク

ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
使
っ
て
介
護
予
防
を
行
っ

て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
仲
間
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

友
愛
活
動
・
地
域
活
動
で
つ
な
が
り
を

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
会
員
宅

へ
の
訪
問
や
声
掛
け
に
よ
り
会
員
同
士
の

見
守
り
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
へ
の

奉
仕
活
動
も
ク
ラ
ブ
の
大
切
な
役
割
で
す
。

防
犯
・
交
通
安
全
運
動
へ
の
協
力
や
環
境

耳
鼻
咽
喉
科 

医
長

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市 

会
長

山や

ま

下し

た 

六む

つ

機き

美
化
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
余
暇
の
時
間

を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
方
、
健
康
づ
く

り
や
趣
味
の
仲
間
を
探
し
て
い
る
方
、
地

域
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に

ぴ
っ
た
り
の
場
で
す
。
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
、
仲
間
と
と
も
に
「
安
心
・
元
気
・

生
き
が
い
」
の
あ
る
生
活
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
見
学
・
体
験
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
磐
田
市
事
務
局
(
磐
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
)
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
磐
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
0
5
3
8
‐
37
‐
9
6
1
7
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20 周年記念の事業やイベントを紹介します♪

静岡いわた PR 大使 静岡いわた PR 大使 

20 周年お祝いメッセージ20 周年お祝いメッセージ

その他のイベント情報その他のイベント情報 　かたりあ
◀ホームページ

株式会社 AMF 代表取締役社長 

椎
し い

木
き

 里
り

佳
か

さん

磐田市 20 周年おめで

とうございます！！訪れる

度に新たな発見がある街、 

もっと色々な方に知ってい

ただきたいです。

磐田のさらなる進化を楽

しみにしております！

プロラグビー選手

磐田市市制施行 20 周年

おめでとうございます！

いつも熱い声援を届けて

くれる磐田の皆さまに支え

られ、 静岡ブルーレヴズの

一員としてプレーできるこ

とを誇りに思います。

奥
お く

村
む ら

  翔
かける

選手

静岡産業大学ダンスの夕べ 2025静岡産業大学ダンスの夕べ 2025
〜ダンスダンスダンス〜〜ダンスダンスダンス〜

〜市制施行２０周年記念冠事業〜〜市制施行２０周年記念冠事業〜

地域に向けたダンス文化の発信と人材育成などを目的に、 創作ダンスやストリート

ダンス、 社交ダンス、 よさこい、 サンバ、 マリネラなど、 ジャンルの垣根をこえたダ

ンスイベントを開催します。

と　き 12月 20 日土
開場　午後４時30分

開演　午後５時

ところ 磐田市民文化会館 「かたりあ」

料　金 入場無料　

※入場には事前登録が必要

主　催 静岡産業大学（DDD実行委員会）
▲事前登録は
　 こちら

牛牛
う しう し

田田
だだ

智智
と もと も

大大
は るは る

ピアノリサイタルピアノリサイタル

と　きと　き

ところところ

チケット販売チケット販売

チケット料金チケット料金

３月 ８ 日日
開場　午後１時15分

開演　午後２時

磐田市民文化会館 「かたりあ」

・ 一般　4,000円 （税込）

・ 高校生以下　1,000円 （税込）

※未就学児入場不可

※チケットは１回のお申込みにつき、 お一人様６枚まで

・ オンライン販売　

　１２月２０日㈯　午前１０時～

・電話販売

　１２月２５日㈭　午前１０時～

磐田文化振興会　TEL0538-37-8551問

▲チケット
　 販売サイト

ⓒ SHIZUOKA BlueRevs

DDD実行委員会　maki-ito@ssu.ac.jp問
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▲ 20 周年

　　ページ

https://www.city.iwata.shizuoka.jp/shiseijouhou/profile/1014431/index.html
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScOTCbS1e24kdoyW5_N8eRoxoMYp2r3lr5wCwRSYyB18yOnBQ/viewform?usp=preview
https://www.kataria.jp/event
https://yyk1.ka-ruku.com/iwata-s/showList


「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

10/10 世界ユースブレイキン選手権 3 位入賞

世界ユースブレイキン選手権で３位入賞を果たした

HIYO さんが市長を表敬訪問しました。

大会を振り返った HIYO さんは 「優勝を目指して

いたので３位という結果は悔しいですが、 今まで以

上に楽しむことができました。 日頃サポートをしてい

ただいている皆さんに結果で恩返しできるように、

来年のユースオリンピック、 2032 年のブリスベンオ

リンピックで金メダルを獲りたいです」 と話しました。

世界ユースブレイキン選手権で３位入賞を果たしたHIYOさん

ヤマハ発動機㈱の横浜オフィス 「リジェラボ」 で

いわた首都圏交流会が開催されました。 多くの首都

圏企業が参加し、 磐田市沿岸部の魅力と可能性に

ついてのアイデア交換と交流を深めました。

トークセッションでは、 熊
くま

瀧
たき

潤
じゅん

也
や

氏 （スズキ㈱ 常

務役員経営企画本部長）、 福
ふく

田
だ

晋
しん

平
ぺい

氏 （ヤマハ発動機

㈱　技術・研究本部共創推進グループリーダー） らが、

市長とともに活発な意見交換を行いました。

磐田市沿岸部をテーマにしたトークセッション

首都圏で語る　磐田の魅力と可能性10/3 

竜洋西小学校で、東京パラリンピックボッチャ （個

人） 金メダリストの杉村英孝選手による講話とボッ

チャ体験が行われました。

児童からは 「ボールが思ったより硬くて重く、 うま

く投げられなかったけど、 楽しかったです」 などの感

想が聞かれました。 最後に、 杉村選手がカラーボー

ルをジャックボールの上に乗せる大技 「スギムライジ

ング」 を成功させると歓声が上がりました。

杉
すぎ

村
むら

英
ひで

孝
たか

選手と児童たちのボッチャを通じた交流

金メダリストの講話とボッチャ体験10/7  

磐田なかよしこども園の園児が、 屋台見学と引き

回し体験を行いました。 園児たちは、 園でも遊んで

きた 「シタ、 シタ」 の掛け声とともに、 楽しそうに

屋台を引き、 「楽しかったです」 「屋台が大きくてす

ごかったです」 と笑顔を見せました。

坂上町屋台保存委員会会長の小栗さんは、 「子ど

もたちが祭りを好きになり、 地域に関わるきっかけ

になってくれたらうれしいです」 と話しました。

お祭り気分を味わおう10/3  

屋台の引き回しを体験する園児たち
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

高校生と一緒にサツマイモ堀りを行う園児

　
秋を味わう学びの時間10/24

長野幼稚園の園児たちが磐田農業高等学校の生

徒とサツマイモ堀りを行いました。 長野幼稚園は年

間を通して磐田農業高等学校の生徒と交流してい

ます。

園児たちは、 高校生と触れ合う中で、 秋の自然

に興味をもち、 サツマイモの収穫を楽しみました。

園児たちからは 「大きくてびっくりした」 「楽しかっ

た」 などの感想が聞かれました。

無印良品を展開する㈱良品計画と市の共催で、 行

政や企業、 地域などの垣根を超えて子どもから大人

まで楽しく防災を学ぶことができる 「いつものもしも

C
キ ャ

AR
ラ

AV
バ

AN
ン

 磐田」をららぽーと磐田で開催しました。

当日は市内外の防災関連企業や団体によるブース

出展や、災害時に活躍する車両の展示などが行われ、

参加者は日常の延長で、 もしもに備える大切さを認

識しました。

災害時に必要な水の重要さを学ぶ子ども

県内初開催の防災イベント10/11 

国登録有形文化財である旧津倉家住宅にて、 「か

けラボ」の開所式が行われました。 「かけラボ」とは、

地域おこし協力隊 （空き家担当） の活動の拠点であ

り、 地域の意見や空き家の情報を収集し、 空き家を

活用した地域活性化を研究する取り組みです。

地域おこし協力隊の秋山さんは 「地域にとって身

近で頼りにされ、 新たな出会いや挑戦が生まれる場

所になるように取り組んでまいります」と語りました。

地域おこし協力隊の秋
あき

山
やま

さん、 藤
ふじ

田
た

さん、 川
かわ

邉
べ

さん (左から)

掛塚の空き家と地域の未来10/15

10/19 歩いて発見！見付の魅力

昔の遊びを体験する子どもたち

子どもたちが 「かすりの着物」 を着て見付のまち

なみを散策するイベントが開催され、 幼児から小学

生25人が参加しました。

参加者は見付宿の歴史や文化を題材にしたクイズ

とスタンプラリーに参加しながら、 まちなみを散策

したり、 昔の遊びを体験したりしました。 参加した

子どもたちからは 「いろいろな所を回れて楽しかっ

たです」 などの感想が聞かれました。

お詫びと訂正
広報いわた 10 月号フォトニュース （28 ページ） の 「ご長寿おめでとうございます」
の 「福永さん」 は、 正しくは 「福長さん」 です。 お詫びして訂正します29
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https://www.facebook.com/iwatafunclub


今月号の 「きらりいわ

た人」 の取材のため、

式
しき

秀
ひで

部屋を訪問させ

ていただきました。 大

相撲力士の皆さんの

稽古を間近で拝見で

きたことは、 大変貴

重な体験でした。 力

士同士がぶつかる迫

力ある音や厳しい稽古

の中で見せる爽
さわやか

さん

の真剣な様子に感動

しました。 松

磐
田
中
部
小
学
校

磐
田
中
部
小
学
校  

給
食
メ
ニ
ュ
ー

給
食
メ
ニ
ュ
ー

甘
辛
い
味
付
け
の
マ
グ
ロ
と
一
緒
に
ヒ
ジ

キ
も
食
べ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ダ
マ

メ
の
食
感
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

■作り方

①乾燥ヒジキは水で戻した後、

水気を切っておく

②タマネギは皮をむき、 粗み

じん切りにする

③Aを鍋に入れ、 一煮立ちさ

せ、 ①と②を入れて煮る

④マグロ缶詰の油を軽く切っ

たものとエダマメを③に入

れて煮る
⑤煮汁が少なくなってきたら

完成

1人分当たり 【エネルギー７５kcal】  

たんぱく質 6.5g　脂質3.8g　カルシウム１７㎎　鉄 0.4 ㎎　食塩相当量0.8g

ヒ
ジ
キ
と
マ
グ
ロ
の

ヒ
ジ
キ
と
マ
グ
ロ
の

し
ぐ
れ
煮

し
ぐ
れ
煮

〜
人
気
献
立
メ
ニ
ュ
ー
〜

〜
人
気
献
立
メ
ニ
ュ
ー
〜

苦
手
な
子
が
多
い
ヒ
ジ
キ
も
、
マ
グ
ロ
と
一
緒
だ
と
ぺ
ろ
り

と
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ご
は
ん
に
乗
せ
て
も
お
い
し
い
給
食
の

人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

タマネギやヒジキは食感が残る程度に煮るのが

おすすめです。 給食ではエダマメを入れて、 彩

りよく仕上げています。

POINT

人権週間は何月何日から始まるでしょう？

今月のプレゼント

A 市制施行20周年記念紙製クリアファイル

& ステッカー………２０名様

B図書カード 1,000円分	 ……………１０名様

９月号の結果

答えは『②３３人』でした。

（応募総数２３６通）

当選発表は賞品の発送を

もって代えさせていただ

きます。

【応募方法】　正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。 １２月１７日

㈬までに、 はがき （当日消印有効）、 ＦＡＸまたは電子申請で、 クイズの答

え、 希望するプレゼント、 住所、 氏名、 年齢、 電話番号、 広報いわたへの

ご意見を記入し、 広報広聴 ・ シティプロモーション課 （〒438－8650　国

府台3－1　FAX32－3946 ） へ ▲電子申請

Ａ

■材料 （子ども 4 人分）

乾燥ヒジキ·········５g

タマネギ···········１/4 個

醤油···············小さじ２

砂糖···············大さじ１

みりん·············小さじ１

酒··················小さじ１

おろししょうが·····２g

マグロ缶詰（油漬け）	１缶

エダマメ（ゆで）····１２g 程度

給食大好き！給食大好き！
磐田中部小学校磐田中部小学校

①  1

②  ５

③ 12

月1

月５

月４

日

日

日
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